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に
な
い
。

と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

『
大
乗
起
偏
論
義
記
』

今
回
は
少
な
く
と
も
「
真
如
門
」
の
終
り
ま
で
を
整
理
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
前
半
で
あ
る
「
離
言
真
如
」
の
段
を
不
完
全
な
形
で
し
か
纏
め
る
こ

こ
の
義
記
研
究
を
始
め
て
凡
そ
十
年
に
な
る
が
、
そ
の
間
に
は
薗
田
香
融
先

生
を
始
め
と
す
る
研
究
員
や
、
研
究
員
で
は
な
い
が
、
本
研
究
に
関
心
を
も
た

れ
た
研
究
者
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
そ
し
て
去
っ
て
い
か
れ
た
。
そ
の
多
く
の

方
々
の
共
同
研
究
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
今
回
の
「
研
究
」
（
五
）
ま
で
続
け
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
参
加
し
て
頂
い
た
方
々
に
感
謝
の
誠
を
捧

げ
る
。本

年
三
月
を
も
っ
て
東
西
学
術
研
究
所
の
こ
の
研
究
班
は
解
散
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
研
究
の
続
き
が
こ
の
紀
要
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
も
う
尽
未
来

『
大
乗
起
信
論
義
記
」
研
究
（
五
）

は
し
が
き

研
究

（五）

研
究
会
の
発
足
の
時
期
に
大
学
院
に
あ
っ
て
研
究
に
参
加
し
尽
力
さ
れ
た
大

西
薫
氏
か
ら
現
在
の
院
生
の
小
椋
章
浩
氏
、
宮
嶋
純
子
氏
、
特
に
準
研
究
員
の

大
井
和
也
、
位
田
佳
永
の
両
氏
が
長
期
間
に
亘
っ
て
労
を
惜
し
ま
な
い
で
協
力

し
て
く
れ
た
こ
と
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
。

ま
た
嘗
て
東
西
研
の
事
務
を
担
当
さ
れ
た
吉
田
光
彦
氏
を
始
め
と
し
、
事
務

室
の
現
在
の
ス
タ
ッ
フ
に
至
る
方
々
の
協
力
と
支
援
に
対
し
心
か
ら
感
謝
申
し

上

げ

る

。

（
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①
結
冠
導
本
は
「
三
結
中
八
句
」
を
本

文
の
前
に
置
く
。
大
系
本
は
本
文
の
後
に

注
釈
と
ま
と
め
て
い
る
。
底
本
は
「

O
三

結
中
八
句
」
で
行
を
改
め
て
、
次
の
「
是

の
故
に
と
は
」
以
下
の
注
釈
が
く
る
。

②
是
の
故
に
「
是
は
前
の
三
種
の
義
な

り
」
（
曇
）
。
「
前
の
心
性
を
結
す
。
頌
の
前

に
不
生
不
滅
の
故
に
絶
相
妙
有
な
る
こ
と

を
釈
成
す
る
（
が
故
）
な
り
」
（
慧
）
。
（
元
）

に
つ
い
て
は
次
注
。

③
一
切
の
法
「
即
ち
真
如
所
摂
の
恒
沙

の
法
な
り
」
（
曇
）
、
「
真
如
の
中
の
恒
沙
の

法
は
是
れ
な
り
」
（
慧
）
、
「
是
故
一
切
法
」

に
元
暁
は
「
謂
く
縁
よ
り
生
じ
る
依
他
起

の
法
な
り
」
と
注
記
す
る
。

④
故
に
補
注
〔
―
二
〕
参
照
。

⑥
真
心
「
研
究
』
(
-
)
、
五
七
頁
注
(
-
)

参
照
。

動
故
。
由
此
一
切
諸
法
皆
即
慎
如
也
。

是
故
者
。
是
所
執
本
空
故
。
慎
心
不

一
切
の
諸
法
は
皆
即
ち
真
如

⑥
 

是
の
故
に
と
は
、
是
の
所
執
は
本
よ
り
空
な
る
が
故
と
、
真
心
は
動

壊
。
唯
是
＿
心
。
故
名
員
如
。

畢
寛
平
等
。
無
有
愛
異
。
不
可
破

説
相
。
離
名
字
相
。
離
心
縁
相
。

の
相
を
離
れ
、
心
縁
の
相
を
離
れ
、
畢
寛
平
等
に
し
て
、
変
異
あ

三
結
中
八
旬
。

是
故
一
切
法
。
従
本
已
来
。
離
言

離
言
説
相
者
。
非
在
言
説
音
整
中
故
。

離
名
字
者
。
非
在
文
句
詮
表
中
故
。
此

〔
一
〕
冠
導
本
（
中
本
四
右
一
ー
ニ
行
）
に
よ
る
と
、
『
古
抄
』
で
は
句
に
は
六
文
旬
と

二
義
旬
が
あ
る
と
し
、
最
初
の
「
是
故
一
切
法
従
本
已
来
」
は
総
標
の
義
句
で
あ

り
、
最
後
の
「
唯
是
一
心
故
名
真
如
」
は
総
結
の
義
旬
で
あ
り
、
六
文
旬
は
中
間

の
「
離
言
説
相
」
等
の
四
文
字
か
ら
な
る
六
旬
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
法
蔵
は

一
切
法
を
主
語
と
す
る
各
々
四
文
字
か
ら
な
る
八
種
の
述
部
、
即
ち
(
-
)
離
言

説
相
、
な
い
し
（
八
）
故
名
真
如
を
、
結
論
を
示
す
八
句
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
一
節
を
他
の
注
釈
者
た
ち
は
各
々
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

(
-
）
曇
延
は
「
七
種
の
義
を
以
て
真
如
の
名
を
定
む
」

(
O
五
三
六
、
頭
注
四
一

行
目
）
と
す
る
。
七
義
は
、
「
離
言
説
相
」
か
ら
「
唯
是
一
心
」
の
七
義
で
あ
る
。
彼

は
「
是
の
故
に
」
を
「
上
述
の
三
種
の
義
の
故
に
」
と
し
、
「
一
切
法
」
を
「
真
如

所
摂
の
恒
沙
の
法
」
と
す
る
。
こ
の
法
は
こ
の
七
義
の
主
語
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

彼
は
「
従
本
已
来
」
を
直
接
は
「
離
言
説
相
」
に
か
け
て
い
る
が
、
こ
の
一
旬
は

最
初
の
三
義
、
否
、
七
義
全
体
に
か
か
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
故
名
真
如
」
を
「
義
を

~ 

〔

一

〕

三
に
結
の
中
に
八
旬
あ
り
。

②

③

 

是
の
故
に
一
切
の
法
は
本
よ
り
已
来
、
言
説
の
相
を
離
れ
、
名
字

る
こ
と
無
く
、
破
壊
す
べ
か
ら
ず
、
唯
だ
是
れ
＿
心
の
み
な
り
。

故
に
真
如
と
名
づ
く
。

ぜ
ざ
る
が
故
と
な
り
。
此
れ
に
由
り
て
、

竺〕

な
り
。
言
説
の
相
を
離
る
と
は
、
言
説
の
音
声
の
中
に
在
る
に
非
ざ
る

〔

三

〕

が
故
な
り
。
名
字
を
離
る
と
は
、
文
旬
の
詮
表
の
中
に
在
る
に
非
ざ
る

顕
し
て
名
を
証
す
」
と
す
る
。
要
す
る
に
上
記
の
「
真
如
の
名
を
定
む
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
曇
延
の
解
釈
が
最
も
素
直
な
解
釈
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
慧
遠
は
こ
の
一
節
を
科
文
の
第
三
「
其
の
真
如
の
体
有
•
相
無
を
明
す
」

段
と
し
、
そ
れ
を
三
分
し
、
「
是
の
故
に
」
を
科
文
の
①
「
結
前
」
、
「
一
切
法
」
以

下
を
科
文
の
②
「
相
の
無
を
明
す
」
段
、
「
唯
是
一
心
」
以
下
を
科
文
の
③
「
体
有

を
弁
ず
」
段
と
す
る
。
慧
遠
の
一
切
法
の
解
釈
は
曇
延
を
用
い
て
「
真
如
の
中
の

恒
沙
の
法
」
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
節
を
「
其
の
（
即
ち
真
如
の
）
離
相
を
明
す
」

と
解
し
、
「
従
本
以
来
」
は
「
始
め
て
相
を
絶
す
る
に
非
ず
。
其
の
久
来
清
浄
（
久

来
は
本
性
清
浄
と
い
う
立
場
を
認
め
な
い
か
ら
か
）
を
標
す
」
と
解
し
、
「
離
言
説

相
」
等
の
前
三
旬
は
「
無
他
相
」
即
ち
他
相
の
無
、
「
畢
覚
平
等
」
以
下
の
三
旬
は

「
無
自
相
」
と
す
る
。
彼
は
無
自
相
に
つ
い
て
「
永
く
二
種
の
生
死
を
絶
し
、
離
性

平
等
な
る
が
故
に
無
自
相
と
名
づ
く
る
な
り
」
と
い
う
。
さ
ら
に
「
唯
是
一
心
」

を
「
其
の
真
体
を
標
す
」
と
し
、
「
故
名
真
如
」
を
「
総
じ
て
結
し
て
之
を
釈
す
」
と
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す
る
。
こ
の
「
総
じ
て
結
す
」
は
形
式
上
は
科
文
③
の
「
体
の
有
を
弁
ず
」
に
含

ま
れ
る
が
、
科
文
の
①
ー
③
全
体
、
あ
る
い
は
「
心
真
如
章
門
を
釈
す
」
の
こ
れ

ま
で
の
結
論
と
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
彼
は
(
-
)
「
離
言
説
相
」
な
い
し
（
六
）

「
不
可
破
壊
」
の
六
相
と
「
唯
是
一
心
」
の
―
つ
の
体
と
か
ら
な
る
と
解
釈
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

(
-
―
-
）
元
暁
は
「
心
性
不
生
不
滅
」
以
下
を
「
真
如
の
体
を
顕
す
」
と
解
し
、
「
心

性
不
生
不
滅
」
を
科
文
の
①
「
真
実
性
に
当
り
て
以
て
真
如
を
顕
す
」
段
と
し
、

科
文
の
②
「
分
別
性
に
対
し
て
真
如
の
絶
相
を
明
す
」
段
は
、
「
一
切
諸
法
唯
依
妄

念
而
有
差
別
」
が
「
遍
計
所
執
の
相
を
挙
げ
」
、
「
若
離
心
念
則
無
一
切
境
界
之
相
」

は
「
所
執
の
相
に
対
し
て
無
相
の
性
を
顕
す
」
と
す
る
。
そ
し
て
次
に
く
る
こ
の

一
節
が
科
文
の
③
「
依
他
の
性
に
就
い
て
真
如
の
離
言
を
顕
す
」
段
と
す
る
。
彼

は
こ
の
一
節
を
二
分
し
、
前
半
は
「
依
他
性
の
法
に
約
し
て
以
て
離
言
絶
慮
を
明

す
」
と
す
る
。
こ
れ
は
、
「
言
説
」
「
名
字
」
「
心
縁
」
の
三
旬
に
当
る
と
考
え
ら
れ

る
。
彼
は
こ
の
前
半
の
三
句
に
よ
っ
て
、
即
ち
「
離
絶
の
義
に
依
り
て
」
、
後
半
の

説
く
真
如
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
、
換
言
す
れ
ば
、
「
以
て
平
等
の
真
如
を
顕
す
」
と

解
釈
す
る
。
彼
は
そ
の
こ
と
を
繰
り
返
し
て
強
調
し
、
「
既
に
可
言
可
縁
の
差
別
を

離
る
。
即
ち
是
れ
平
等
真
如
の
道
理
の
故
に
畢
覚
平
等
に
し
て
、
乃
至
、
故
に
真

如
と
名
づ
く
と
言
う
」
の
だ
と
い
う
。
彼
は
「
畢
覚
平
等
」
以
下
の
語
旬
を
説
明

し
て
い
な
い
。
元
暁
の
解
釈
の
特
色
は
こ
の
前
半
を
第
一
旬
、
後
半
を
第
二
旬
、

さ
ら
に
、
次
に
く
る
「
一
切
の
言
説
は
…
不
可
得
な
る
を
以
て
の
故
に
」
（
本
文
一

六
六
頁
六
S
七
行
）
を
第
三
旬
と
し
、
こ
れ
が
第
二
旬
の
理
由
句
で
あ
り
、
「
平
等

離
絶
の
所
以
を
釈
す
」
と
解
釈
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

〔
二
〕
「
性
と
し
て
語
言
を
離
る
」
〔
唐
訳
（
以
下
、
唐
と
略
記
す
る
）
〕
。
「
此
の
真
如
は

是
れ
言
説
の
対
治
な
る
こ
と
を
顕
す
。
故
に
言
説
を
し
て
相
応
の
義
無
か
ら
し
む

る
な
り
」
〔
曇
延
（
以
下
、
曇
と
記
す
）
〕
。
「
無
像
を
以
て
の
故
に
言
を
以
て
著
す

べ
か
ら
ず
。
体
は
是
れ
生
死
の
有
相
に
非
ざ
る
が
故
に
言
の
及
ば
ざ
る
所
な
り
」

〔
慧
遠
（
以
下
、
慧
と
記
す
）
〕
。
「
音
声
の
所
説
の
如
く
に
は
非
ざ
る
が
故
に
」
〔
元

暁
（
以
下
、
元
と
略
記
す
る
）
〕
。
唐
訳
は
「
自
性
と
し
て
言
語
表
現
を
離
れ
る
」

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
イ
ン
ド
的
な
表
現
に
な
っ
て
お
り
、
仮
説
は
み
と
め
る
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
慧
遠
は
、
無
像
、
即
ち
概
念
・
表
象
が
真
如
に
な
い
こ
と
か

ら
真
如
と
い
う
言
葉
に
執
し
て
は
い
け
な
い
、
真
如
の
体
、
真
如
そ
の
も
の
は
、

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
五
）

言
の
及
ば
な
い
所
、
不
可
説
で
あ
る
と
い
う
か
ら
、
慮
絶
を
理
由
に
、
言
亡
を
説

い
て
い
る
と
す
る
。
元
暁
は
次
の
「
名
字
の
相
」
と
対
と
し
て
捉
え
、
こ
の
言
説

相
を
真
如
と
い
う
音
声
が
説
く
所
の
相
と
し
、
真
如
が
真
如
と
い
う
概
念
で
も
概

念
の
示
す
対
象
物
で
も
な
い
と
す
る
。
法
蔵
は
元
暁
に
従
う
。
「
言
説
の
音
声
」
即

ち
「
言
説
相
」
の
言
説
は
言
説
（
げ
ん
せ
つ
）
（
「
言
う
」
と
か
、
こ
と
ば
）
で
も
、

言
説
（
ご
ん
せ
つ
、

v
y
a
v
a
h
a
r
a
)

で
あ
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち

こ
と
ば

(
a
b
h
i
d
h
a
n
a
)

も
こ
と
ば
で
表
現
さ
れ
る
も
の

(
a
b
h
i
d
h
e
y
a
)

も
す

べ
て
こ
と
ば
で
表
現
さ
れ
て
成
立
す
る
こ
と
ば
の
次
元
、
即
ち
こ
と
ば
の
世
界

は
、
声
に
よ
っ
て
発
言
す
る
か
、
文
字
に
よ
っ
て
表
記
す
る
か
で
あ
る
。
こ
こ
は

そ
の
中
の
音
声
の
面
を
指
す
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
真
如
は
真
如
と
い
う
音
声
の

中
に
在
る
と
い
う
の
は
真
如
が
真
如
と
い
う
声
が
示
す
真
如
と
い
う
概
念
で
、

「
相
を
離
れ
る
」
と
は
、
真
如
は
そ
う
い
う
概
念
「
に
非
ず
」
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

も
っ
て
ま
わ
っ
た
説
明
で
解
り
に
く
い
が
、
元
暁
と
同
じ
で
あ
る
。

真
如
が
言
説
の
対
治

(
p
r
a
t
i
p
a
k
~
a
)

で
あ
る
と
い
う
曇
延
の
理
解
は
後
の

「
言
に
因
り
て
言
を
遣
る
」
を
予
想
さ
せ
る
が
、
「
言
説
を
し
て
相
応
の
義
無
か
ら

し
む
」
は
単
に
真
如
と
い
う
こ
と
ば
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
こ
と
ば
に
皆
、

各
々
の
語
義
に
対
応
す
る
実
体
が
な
い
こ
と
を
示
す
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

〔
三
〕
「
一
切
文
字
も
顕
説
す
る
能
わ
ず
」
（
唐
）
。
「
言
説
す
ら
尚
相
応
せ
ず
、
登
此
の

名
字
能
因
な
り
や
。
」
（
曇
）
。
「
是
れ
生
死
の
名
字
の
呼
法
に
非
ざ
る
が
故
に
涅
槃

に
『
涅
槃
は
無
名
な
り
。
強
い
て
与
え
て
名
を
立
つ
』
と
云
う
」
（
慧
）
。
「
名
旬
の

所
詮
の
如
く
に
非
ざ
る
が
故
に
」
（
元
）
。

唐
訳
は
「
名
字
」
を
「
文
字
」
に
改
め
て
い
る
。
こ
と
ば
の
符
号
と
し
て
の
面

を
明
確
に
し
て
い
る
。
慧
遠
の
「
名
字
の
呼
法
」
の
呼
法
・
「
呼
び
方
」
は
日
本
語

と
し
て
は
む
し
ろ
前
の
「
音
声
」
に
相
応
し
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
「
名
づ
け
方
」

で
あ
り
、
涅
槃
と
か
真
如
は
世
間
の
命
名
法
と
は
異
な
り
、
仮
名
で
あ
る
と
い
う

の
で
あ
ろ
う
。
元
暁
の
「
名
旬
の
所
詮
」
と
法
蔵
の
「
文
旬
の
詮
表
」
は
所
と
能

の
違
い
は
あ
る
が
同
じ
こ
と
を
示
す
。
曇
延
の
「
此
の
名
字
能
因
な
り
や
」
は
「
真

如
と
い
う
こ
と
ば
は
真
如
を
知
ら
し
め
る
原
因
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
、
真
如
と
い
う
文
字
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
前
注
の
「
言
説
を
し
て
相
応

の
義
無
か
ら
し
む
」
も
「
真
如
と
い
う
言
説
・
こ
と
ば
に
相
応
す
る
真
如
と
い
う

対
象
を
無
か
ら
し
め
る
」
こ
と
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。>
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⑥
上
来
／
自
下
上
来
は
こ
れ
ま
で
解
釈

し
て
き
た
「
離
言
説
相
。
離
名
字
相
。
離

心
縁
相
」
の
上
の
三
旬
。
自
下
は
こ
れ
に

続
く
「
畢
覚
平
等
。
無
有
変
異
。
不
可
破

壊
」
の
下
の
三
旬
。

⑦

異

相

を

離

る

真

如

は

主

と

し

て

t
a
t
h
a
t
a
 (
s
u
c
h
n
e
s
s
)

の

iR
で
あ
る
か

ら
、
直
訳
す
れ
ば
如
性
で
あ
り
、
そ
れ
は

a
n
y
a
t
h
a
t
a
 (
異
相
）
に
対
す
る
。

⑧
展
転
し
て
ー
相
い
釈
す
る
順
次
に
前

の
旬
の
所
説
が
成
立
す
る
論
拠
を
次
の
旬

が
説
い
て
い
る
こ
と
。

⑨
治
道
染
に
対
す
る
浄
に
当
た
る
。
対

治
で
あ
る
道
。
雑
染
を
浄
化
す
る
修
行

道
。
治
に
つ
い
て
は
『
研
究
』
（
四
）
、
一

六
二
頁
頭
注
⑭
参
照
。

叩
法
体
補
注
〔
―
-
〕
参
照
。

〔
四
〕
法
蔵
の
注
釈
は
第
一
旬
（
補
注
〔
二
〕
）
、
第
二
旬
（
〔
三
〕
）
、
次
の
第
三
旬

（
〔
五
〕
）
の
語
義
解
釈
で
は
元
暁
に
従
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
以
下
で
は
彼
は
言
語

道
断
、
心
行
処
滅

(cit
t
a
g
o
c
a
r
a
n
i
v
r
t
t
i
)

と
い
う
対
旬
と
、
聞
・
思
•
修
の
三

慧
と
い
う
法
相
に
よ
っ
て
解
釈
し
て
い
る
。
即
ち
最
初
の
二
旬
は
言
語
道
断
、
第

三
旬
は
心
行
処
滅
を
示
し
、
三
慧
に
関
し
て
い
え
ば
、
最
初
の
二
旬
は
聞
慧
の
超

越
、
第
三
旬
は
思
慧
の
超
越
、
第
四
、
五
、
六
の
三
旬
は
修
慧
の
超
越
を
示
す
と

解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
真
如
が
聞
思
修
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
慧
で
は

な
い
本
性
的
な
「
正
智
」
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
的
に
示
し
て
い
る
。

〔
五
〕
「
心
の
攀
縁
を
離
れ
て
諸
相
有
る
こ
と
無
し
」
（
唐
）
。
「
此
れ
真
如
は
覚
観
の
行

唯
是
一
心
者
。
結
婦
法
罷
。
故
名
慎

也。 壊
故
。
此
則
在
染
不
破
。
治
道
不
壊

為
中
得
不
髪
異
者
。
以
不
同
有
為
可
破

不
改
故
。
云
無
有
愛
異
也
。
所
以
在
有

也
。
所
以
得
無
二
者
。
以
在
縁
時
始
終

等
者
。
雖
遍
通
染
浮
。
而
性
恒
無
二
故

慧
境
。
唯
正
智
輿
相
應
也
。
言
畢
覚
平

又
下
三
旬
。
展
轄
相
繹
。
離
世
間
修

下
離
異
相
故
名
如
゜

非
思
慧
境
。
上
束
離
偽
妄
故
名
慎
。
自

縁
者
。
非
意
言
分
別
故
。
心
行
虞
滅
。

二
旬
言
語
路
絶
。
非
聞
慧
境
也
。
離
心

が
故
な
り
。
此
の
二
旬
は
、
言
語
の
路
絶
え
、
聞
慧
の
境
に
非
ざ
る
な

〔

五

〕

〔

六

〕

り
。
心
縁
を
離
る
と
は
、
意
言
の
分
別
に
非
ざ
る
が
故
に
、
心
の
行
処

⑥

〔

七

〕

滅
し
、
思
慧
の
境
に
非
ざ
る
な
り
。
上
来
は
偽
妄
を
離
る
る
が
故
に
真

⑲

⑦

〔

七

〕

と
名
づ
け
、
自
下
は
異
相
を
離
る
る
が
故
に
如
と
名
づ
く
る
な
り
。

⑧
 

又
た
、
下
の
三
旬
は
展
転
し
て
、
世
間
の
修
慧
の
境
を
離
れ
、
唯
だ

と

も

〔

八

〕

正
智
の
み
与
に
相
応
す
る
を
相
い
釈
す
る
な
り
。
畢
寛
平
等
と
言
う

は
、
遍
く
染
浄
に
通
ず
と
雖
も
而
も
性
は
恒
に
無
二
な
る
が
故
な
り
。

無
二
な
る
こ
と
を
得
る
所
以
は
、
縁
に
在
る
時
も
始
終
改
め
ざ
る
を
以

〔九〕

て
の
故
に
、
変
異
あ
る
こ
と
無
し
と
云
う
な
り
。
有
為
の
中
に
在
り
て

〔
一
〇
〕

変
異
せ
ざ
る
こ
と
を
得
る
所
以
は
、
有
為
の
破
壊
す
べ
き
に
同
じ
か
ら

⑨
 

ざ
る
を
以
て
の
故
に
。
此
れ
則
ち
染
に
在
り
て
も
破
れ
ず
、
治
道
に
も

壊
せ
ざ
る
な
り
。

〔

―

―

〕

⑩

〔

―

二

〕

唯
だ
是
れ
一
心
の
み
と
は
、
結
し
て
法
体
に
帰
す
。
故
に
真
如
と
名

処
に
非
ざ
る
こ
と
を
顕
す
な
り
」
（
曇
）
。
「
是
れ
意
識
所
対
の
法
塵
の
境
界
に
非

ず
。
前
の
二
旬
〔
（
一
）
「
離
言
説
相
」
と
（
二
）
「
離
名
字
相
」
〕
は
身
識
の
境
に

非
ず
。
後
の
一
旬
〔
（
三
）
「
離
心
縁
相
」
〕
は
意
識
の
境
に
非
ず
。
六
識
は
皆
所
対

の
境
に
非
ず
」
（
慧
）
。
「
名
言
の
分
別
の
縁
ず
る
こ
と
能
わ
ざ
る
所
な
る
が
故
な

り
」
（
元
）
。

曇
延
の
い
う
覚
観
は
一
般
に
尋

(vitarka)

伺

(vicara)

の
旧
訳
。
覚
は
特

に
語
義
を
尋
ね
求
め
お
し
は
か
る
粗
い
心
の
は
た
ら
き
で
、
観
は
精
緻
な
深
遠
な

考
察
を
い
う
の
で
、
真
如
と
し
て
の
一
切
法
は
す
べ
て
の
思
惟
、
思
考
の
対
象
で

な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
慧
遠
は
こ
の
旬
が
真
如
が
意
識
で
も
意
識
に
対
応
す
る
対

ニ
四
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象
（
法
）
で
も
な
い
こ
と
を
示
す
と
す
る
。
し
か
し
第
二
句
が
前
五
識
中
の
身

識
・
触
覚
の
境
で
な
い
と
い
う
の
は
意
味
不
明
。
身
は
耳
の
誤
写
か
？
「
六
識
は

皆
所
対
の
境
に
非
ず
」
は
、
「
一
切
法
の
真
如
は
皆
六
識
の
所
対
の
境
に
非
ず
」
と

い
う
こ
と
な
の
か
。

〔
六
〕
元
暁
は
「
名
言
の
分
別
」
。
名
言
は
前
の
二
句
の
言
説
と
名
字
で
こ
の
心
縁
相
は

そ
れ
ら
の
分
別
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
法
蔵
は
「
心
縁
の
相
」
を
意
言

(rnanojalpa)
「
心
で
語
る
・
心
の
語
り
」
と
し
て
い
る
。
文
言
の
分
別
よ
り
も

意
百
の
分
別
の
方
が
よ
り
心
の
内
面
を
示
す
で
あ
ろ
う
し
、
前
二
句
の
「
こ
と
ば
」

の
問
題
か
ら
「
心
」
の
問
題
に
移
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
意
言
に
つ
い
て
は
『
摂

論
』
下
七
頁
（
注
4
)
等
参
照
。

〔
七
〕
『
起
信
論
』
本
文
で
は
真
を
「
此
の
真
如
の
体
は
遣
る
べ
き
も
の
有
る
こ
と
無

し
。
一
切
法
は
悉
く
皆
真
な
る
を
以
て
の
故
に
」
、
同
じ
く
如
を
「
亦
た
立
す
べ
き

も
の
無
し
。
一
切
法
は
皆
同
じ
く
如
な
る
を
以
て
の
故
に
」
と
一
切
法
の
体
に
つ

い
て
真
性
と
如
性
を
説
く
。
唐
訳
は
「
其
の
体
性
は
、
少
し
く
遣
る
可
き
も
の
有

り
、
少
し
く
立
つ
可
き
も
の
有
る
に
非
ず
」
で
、
真
と
如
に
分
け
る
遣
と
立
の
理

由
句
を
欠
く
。
梵
本
の
直
訳
だ
か
ら
か
直
訳
を
よ
そ
お
っ
た
も
の
な
の
か
。
法
蔵

の
こ
の
真
と
如
は
偽
妄
を
離
れ
て
い
る
II
遣
る
べ
き
も
の
無
し
（
悉
く
皆
真
）
、
異

相
を
離
れ
る
II
立
す
べ
き
も
の
無
し
（
同
じ
く
如
）
で
あ
る
か
ら
、
言
い
換
え
た

だ
け
と
な
る
。

法
蔵
の
こ
の
真
と
如
の
規
定
は
「
名
」
の
問
題
と
し
て
既
に
曇
延
の
「
言
に
よ

っ
て
言
を
遣
る
」
の
注
釈
、
「
真
な
る
を
以
て
の
故
に
虚
名
を
遣
り
、
如
な
る
が
故

に
異
名
を
遣
る
な
り
」
（
二
六
六
下
四
＼
五
）
に
見
ら
れ
る
。

〔
八
〕
「
究
覚
平
等
に
し
て
」
（
唐
）
。
「
此
の
真
如
は
猶
お
虚
空
の
若
く
、
其
の
増
減
無

き
こ
と
を
示
す
」
（
曇
）
。
「
優
劣
有
る
こ
と
無
き
な
り
」
（
慧
）
。
（
元
）
な
し
。

〔
九
〕
「
永
（
ま
っ
た
）
く
変
異
無
し
」
（
唐
）
。
「
有
為
の
諸
法
は
前
後
改
転
す
。
然
る

に
此
の
如
性
は
始
終
不
易
な
り
」
（
曇
）
。
「
其
は
是
れ
変
易
生
死
に
非
ざ
る
こ
と
を

明
す
」
（
慧
）
。
彼
は
変
異

(vikara)
を
変
易

(nirrnal).a)
と
解
釈
し
た
こ
と

に
な
る
。
（
元
）
な
し
。

〔
一
〇
〕
法
蔵
は
こ
こ
で
は
本
文
の
「
破
壊
す
べ
か
ら
ず
」
を
「
破
れ
ず
」
と
「
壊
せ

ず
」
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。
「
破
壊
す
べ
か
ら
ず
」
（
真
諦
II
唐
）
。
「
至
真
至

実
を
示
す
な
り
」
（
曇
）
。
「
其
の
分
段
生
死
を
絶
断
す
る
こ
と
を
明
す
」
（
慧
）
。
曇

「
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
五
）

二
五

延
は
真
如
を
こ
こ
で
も
分
け
、
前
旬
を
「
如
」
、
こ
の
旬
を
「
真
」
と
す
る
。
慧
遠

は
前
注
の
旬
と
共
に
変
易
と
分
段
の
二
生
死
を
説
く
と
解
釈
し
て
い
る
。

〔
―
-
〕
「
唯
是
一
心
」
（
真
諦
II
唐
）
。
「
前
の
垣
沙
に
等
し
き
法
に
各
別
の
体
無
く
、

唯
だ
是
れ
一
心
の
み
な
る
こ
と
を
指
す
」
（
曇
）
。
「
其
の
真
体
を
標
す
。
心
の
外
に

余
法
の
得
べ
き
も
の
無
き
が
故
に
一
心
と
言
う
。
相
無
に
し
て
体
有
な
り
」
（
慧
）
。

元
暁
は
注
釈
を
加
え
て
い
な
い
。
曇
延
は
一
切
法
が
各
々
の
個
別
の
自
体
を
も
た

な
い
一
心
で
あ
る
こ
と
と
す
る
だ
け
で
あ
る
。
慧
遠
の
「
其
の
真
体
」
は
、
科
文

の
表
現
な
ど
か
ら
見
て
も
、
其
の
真
如
の
体
の
省
略
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て

法
蔵
が
「
法
体
に
帰
す
」
と
い
っ
た
の
は
一
切
法
が
一
心
で
あ
る
と
い
う
「
顕
ホ

正
義
」
の
冒
頭
の
主
張
、
さ
ら
に
「
立
義
分
」
冒
頭
の
一
切
法
を
摂
す
る
衆
生
心

で
あ
る
「
一
心
」
と
い
う
法
の
体
、
そ
こ
に
立
ち
帰
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

〔
―
二
〕
「
故
に
」
を
「
こ
と
さ
ら
に
」
（
宇
井
）
と
読
む
が
、
し
か
し
、
「
義
を
顕
し
て

名
を
証
す
」
（
曇
）
、
「
総
結
し
て
之
を
釈
す
」
（
慧
）
、
さ
ら
に
法
蔵
は
こ
の
第
八
旬

に
注
釈
し
て
「
義
に
依
り
て
名
を
立
つ
」
、
即
ち
以
上
の
真
如
の
意
味
に
よ
っ
て
真

如
と
い
う
名
を
立
て
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
注
釈
者
は
＿
故
に
」

を
「
こ
と
さ
ら
に
」
と
は
読
ん
で
い
な
い
よ
う
で
あ
る

C

曇
延
と
法
蔵
は
真
如
の

意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
如
と
い
う
名
が
適
切
で
あ
る
こ
と
を

証
明
し
た
と
取
る
よ
う
で
あ
る
。
唐
訳
は
「
説
名
真
如
。
以
真
如
故
従
本
以
来
不

可
言
説
不
可
分
別
」
（
大
正
三
二
、
五
八
四
下
―
ニ
ー
一
三
）
で
あ
る
。
⑬
は
「
以

真
如
」
を
欠
く
の
で
、
「
説
名
真
如
故
。
」
と
読
み
、
明
石
本
の
九
頁
の
よ
う
に
、

以
下
を
次
の
節
の
冒
頭
に
加
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
し
か
に

「
以
真
如
」
は
在
っ
て
も
無
く
て
も
意
味
の
上
で
は
変
ら
な
い
が
、
し
か
し
英
訳

（
鈴
木
、
五
七
頁
）
の
よ
う
に
、
「
故
」
を
次
の
文
言
と
結
び
つ
け
て
「
唯
だ
是
れ

一
心
の
み
な
り
。
（
又
は
、
な
れ
ば
、
）
説
い
て
真
如
と
名
づ
く
。
故
に
本
よ
り
已

来
、
言
説
す
べ
か
ら
ず
、
分
別
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
こ
の
様
に
解
釈
す
る
と
、
こ
の
段
は
要
約
す
る
と
、
「
真
如
は
言
亡
慮
絶
の

平
等
の
唯
一
心
で
あ
り
、
そ
れ
を
真
如
と
名
づ
け
た
の
で
あ
る
か
ら
、
言
亡
慮
絶

で
あ
る
」
と
い
う
無
意
味
な
循
環
論
証
に
な
る
。
強
い
て
い
え
ば
、
言
亡
慮
絶
な

一
心
を
真
如
を
名
づ
け
た
の
で
、
真
如
は
言
亡
慮
絶
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
と
な
る
。
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仰
上
の
真
如
の
名
直
接
的
に
は
一
六
ニ

頁
四
ー
五
行
の
「
一
心
の
み
な
り
。
故
に

真
如
と
名
づ
く
」
の
真
如
と
い
う
言
葉
。

⑫

自

語

相

違

svavacanaviruddha。

こ
こ
で
は
イ
ン
ド
論
理
学
上
の
術
語
と
い

う
よ
り
も
、
論
述
の
中
に
思
想
的
に
矛
盾

が
あ
る
こ
と
。

⑬
上
の
文
一
六
二
頁
ニ
ー
三
行
（
及
び

九
行
）
。

⑩
今
釈
し
て
こ
の
「
釈
し
て
」
は
法
蔵

が
釈
し
て
い
る
の
で
は
な
く
『
起
信
論
』

自
身
が
「
解
釈
分
」
の
「
今
」
こ
の
箇
所

で
「
解
釈
し
て
」
と
い
う
こ
と
。

⑯
相
無
し
「
相
有
る
こ
と
無
し
」
（
本
頁

七
i
八
行
）
の
略
。

違
。
上
文
既
云
離
名
字
相
。
何
故
復
立

良
以
名
依
相
立
。
倶
是
遍
計
所
縁
故
。

相
違
也
。
亦
言
無
相
者
。
遣
於
相
也
。

此
慎
如
名
。
故
今
繹
遣
候
名
非
賓
。
不

愚
聞
上
慎
如
名
。
則
謂
諭
主
自
語
相

念
等
者
。
繹
成
無
賓
所
以
也
。
恐
諸
凡

明
言
教
非
賓
不
可
如
言
取
也
。
但
随
妄

初
中
言
以
一
切
言
説
俣
名
無
賓
者
。

目。
木 念

不
可
得
故
。
言
員
如
者
亦
無
有

第
二
會
執
繹
名
中
有
二
。
先
繹
後

結
。
繹
中
有
三
。
初
正
會
治
執
。
二
言

約
相
繹
遣
。

以
＿
切
言
説
偲
名
無
｛
貫
。
但
随
妄

説
極
下
。
約
名
繹
疑
。
―
―
―
此
慎
如
罷
下
。

如
者
。
依
義
立
名
。

の
体
」
よ
り
下
は
、
相
に
約
し
て
釈
し
て
遣
る
な
り
。

づ
く
と
は
、
義
に
依
り
て
名
を
立
つ
る
な
り
。

〔
一
三
〕

第
二
に
執
を
会
し
て
名
を
釈
す
る
中
に
二
有
り
。
先
に
釈
、
後
に
結

な
り
。
釈
の
中
に
三
有
り
。
初
め
に
正
し
く
会
し
て
執
を
治
し
、
二
に

「
言
説
の
極
」
よ
り
下
は
、
名
に
約
し
て
疑
を
釈
し
、
三
に
「
此
の
真
如

＿
切
の
言
説
は
仮
名
に
し
て
実
無
く
、
但
だ
妄
念
に
随
う
の
み
に

し
て
、
不
可
得
な
る
を
以
て
の
故
に
、
真
如
と
言
う
も
亦
た
相
有

る
こ
と
無
し
。

初
め
の
中
に
一
切
の
言
説
は
仮
名
に
し
て
実
無
し
と
言
う
は
、
言
教
は

実
に
非
ざ
れ
ば
言
の
如
く
取
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
明
か
す
な
り
。
但
だ

妄
念
に
随
う
の
み
に
し
て
等
と
は
、
釈
し
て
実
無
き
所
以
を
成
ず
る
な

り
。
恐
ら
く
は
諸
々
の
凡
愚
、
上
の
真
如
の
名
を
聞
か
ば
、
則
ち
論
主
は

⑬

⑱

 

自
語
相
違
し
、
上
の
文
に
既
に
「
名
字
の
相
を
離
る
」
と
云
う
に
、
何
が

お

も

⑲

故
ぞ
復
た
此
の
真
如
の
名
を
立
つ
る
や
、
と
謂
わ
ん
。
故
に
今
釈
し
て
、

佃

仮
名
に
し
て
実
に
非
ず
と
遣
る
。
相
違
せ
ざ
る
な
り
。
亦
た
相
無
し
と
言

ま
こ
と

う
は
、
相
を
遣
る
な
り
。
良
に
名
は
相
に
依
り
て
立
ち
、
倶
に
是
れ
遍
計

二
六

(166) 



〔
―
―
―
-
〕
今
こ
の
科
文
、
第
二
「
執
を
会
し
て
名
を
釈
す
」
の
中
の
釈
を
構
成
す
る
文

言
を
一
ー
三
で
表
記
す
る
。

（
一
ー
一
）
「
（
イ
）
以
一
切
言
説
（
口
）
仮
名
無
実
。
（
ハ
）
但
随
妄
念
不
可
得

（故）。」

（
一
ー
ニ
）
「
言
真
如
者
亦
無
有
相
。
」

（
二
）
「
（
謂
）
言
説
之
極
。
因
言
遣
言
。
」

（
三
）
「
此
真
如
体
。
無
有
可
遣
。
以
一
切
法
悉
皆
真
故
。
亦
無
可
立
。
以
一
切

法
皆
同
如
故
。
」

曇
延
は
「
諸
妄
法
の
有
名
無
実
を
明
す
」
段
、
（
一
ー
ニ
）
ー
（
三
）
全
体
を
、

「
秘
密
疑
を
遣
る
」
段
と
二
段
に
分
つ
。
「
秘
密
疑
」
と
い
う
の
は
、
文
言
の
表
面

に
は
説
か
れ
て
い
な
い
疑
問
、
疑
惑
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
対
論
者
が
い

だ
く
で
あ
ろ
う
疑
い
は
、
前
に
真
如
は
不
可
説
と
い
い
な
が
ら
、
真
如
と
い
う
言

葉
で
示
さ
れ
る
と
し
た
ら
不
可
説
と
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
で

あ
る
。
法
蔵
も
同
じ
疑
問
を
提
示
し
て
い
る
が
、
彼
は
（
―
_
二
）

1
（
三
）
で
な

く
(
-
_
-
）
こ
そ
が
そ
の
疑
問
に
対
す
る
解
答
と
す
る
。

慧
遠
は
(
-
_
-
）
を
「
妄
法
の
相
有
に
し
て
体
無
な
る
こ
と
を
明
す
段
」
と
解

釈
す
る
。
彼
は
「
相
の
有
」
を
前
段
三
種
の
「
無
他
相
」
の
対
と
す
る
。

（
イ
）
「
以
一
切
言
説
」
は
「
離
言
説
（
相
）
」
に
対
す
る
。

彼
は
「
以
一
切
言
説
」
の
「
以
」
を
言
説
を
以
て
と
読
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で

あ
っ
て
、
言
葉
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
言
葉
が
表
示
す
る
「
も
の
」
の
体
に
執
着

す
る
場
合
と
す
る
。
彼
は
原
文
の
引
用
を
「
離
言
説
」
と
す
る
が
、
体
を
離
れ
れ

ば
相
を
離
れ
る
し
、
体
に
執
着
す
れ
ば
相
有
と
な
る
か
ら
体
に
焦
点
を
合
せ
た
の

で
あ
ろ
う
。

（
口
）
「
仮
名
に
し
て
実
無
し
」
は
「
離
名
字
相
」
に
対
す
る
。

彼
も
曇
延
の
よ
う
に
こ
の
一
旬
が
「
有
名
無
実
」
を
説
く
と
す
る
。
生
死
の
法
、

す
な
わ
ち
世
俗
の
妄
法
は
そ
も
そ
も
実
が
な
い
が
、
名
を
つ
く
り
名
に
よ
っ
て
法

を
名
づ
け
（
呼
び
）
、
他
の
法
を
そ
の
名
で
呼
ぶ
こ
と
は
な
い
。
即
ち
そ
の
名
で
名

づ
け
る
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
名
だ
け
の
法
を
実
有
と
執
着
す
る
の
で
あ
る

か
ら
、
名
を
尋
ね
、
推
求
し
て
も
、
実
法
は
得
ら
れ
な
い
の
で
有
名
無
実
だ
と
い

、つ。
（
ハ
）
「
但
だ
妄
念
に
随
う
の
み
」
は
「
離
心
縁
相
」
に
対
す
る
。

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
五
）

三
七

彼
は
生
死
の
境
界
す
な
わ
ち
世
俗
の
事
物
は
妄
念
に
よ
っ
て
有
る
の
で
あ
っ

て
、
「
妄
念
に
随
っ
て
生
じ
、
相
応
し
捨
て
ざ
る
の
み
」
す
な
わ
ち
事
物
は
有
と
し

て
生
じ
、
妄
念
の
対
象
と
し
て
妄
念
と
一
致
し
て
存
在
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、

執
取
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
こ
の
句
を
特
に
依
他
起
性

に
お
け
る
遍
計
所
執
性
の
成
立
を
説
い
て
い
る
と
解
釈
す
る
。
彼
は
「
不
可
得
故
」

が
「
相
有
」
に
対
す
る
「
体
無
」
を
説
く
と
解
釈
す
る
。
彼
は
「
相
有
」
を
迷
人
、

す
な
わ
ち
世
間
の
凡
夫
が
実
有
、
体
有
と
妄
執
し
て
い
る
と
す
る
の
で
、
そ
れ
に

対
す
る
体
の
「
不
可
得
」
は
「
理
を
悟
解
す
る
人
」
に
の
み
成
立
す
る
不
可
得
・

無
認
識
の
悟
解
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

彼
は
（
一
l

二
）
と
（
二
）
を
前
段
に
対
し
て
「
言
を
遣
る
」
を
明
す
段
と
す

る
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
（
一
ー
ニ
）
と
（
二
）
と
を
区
別
し
な
い
で
解
釈
し
て
い
る

点
、
法
蔵
と
は
異
な
る
。
（
一
ー
ニ
）
を
彼
は
上
の
言
（
補
注
〔
一
〕
の
（
二
）
慧

遠
の
説
②
「
相
の
無
を
明
か
す
」
段
参
照
）
を
重
ね
て
説
い
た
だ
け
と
す
る
が
、

実
質
的
に
は
こ
の
旬
に
よ
っ
て
真
如
が
言
亡
慮
絶
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

理
解
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
(
-
―
-
）
を
「
真
如
の
名
を
釈
す
」
段
と
す
る
。

元
暁
は
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
(
-
_
-
）
を
前
段
「
依
他
性
に
就
い
て
以
て
真

如
の
離
一
＿
＿
口
を
顕
す
」
段
の
第
三
で
「
平
等
離
絶
の
所
以
を
釈
す
」
と
す
る
。
従
っ

て
こ
の
（
一
—
-
）
は
前
段
の
最
後
の
文
と
な
る
か
ら
、
「
不
可
得
な
る
を
以
て
の

故
な
り
」
と
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
彼
は
こ
こ
で
「
体
を
顕

す
文
覚
り
ぬ
」
と
い
う
よ
う
に
、
真
如
の
体
を
説
く
こ
と
が
終
っ
た
と
す
る
。
た

だ
し
『
別
記
』
の
時
期
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
離
言
真
如
」
の
部
分
を
「
真
如
を
広

く
す
」
る
「
総
釈
」
で
、
「
不
可
説
を
明
し
て
理
の
絶
言
を
顕
す
」
の
に
対
し
て
、

「
依
言
真
如
」
は
「
真
如
の
相
を
広
く
す
」
る
「
別
解
」
で
、
「
説
く
を
得
べ
き
こ

と
を
明
す
（
『
海
東
疏
』
に
よ
っ
て
「
相
」
を
「
明
」
と
読
む
）
言
を
絶
せ
ざ
る
こ

と
を
顕
す
が
故
な
り
」
と
し
、
前
者
に
つ
い
て
は
「
離
言
説
相
」
以
下
(
-
)
（
二
）

は
「
因
百
遣
言
」
す
る
こ
と
だ
と
い
う
だ
け
で
、
（
―
_
二
）
＼
（
三
）
を
真
如
の

「
名
を
釈
す
」
段
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
法
蔵
の
（
一
ー
一
）
（
一
ー
ニ
）
と
（
二
）
と
（
三
）

と
に
三
分
す
る
分
け
方
は
、
そ
れ
ま
で
の
注
釈
者
た
ち
の
解
釈
と
は
異
な
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
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〔
一
四
〕

而
得
彼
縁
起

而
生
諸
妄
想

⑱
名
に
約
す
「
名
に
約
し
て
疑
を
釈
す
」

⑰
分
斉
真
如
と
い
う
名
を
立
て
る
限

界
、
極
限
、
辺
際
で
、
本
文
の
「
極
」
を

意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑱
意
一
七
四
頁
七
行
目
の
意
趣
の
こ

と
。
意
図
。

⑲
客
名
客
塵
に
す
ぎ
な
い
名
称
。
名
称

は
真
如
に
と
っ
て
客
塵
に
す
ぎ
な
い
。

⑳
余
名
・
余
声
真
如
と
い
う
名
と
声
以

外
の
名
や
声
。

（
四
巻
榜
伽
、
大
正
一
六
、
四
九
七

a
八
ー

名
者
。
何
故
不
立
餘
名
而
唯
云
慎
如

榜
伽
云
。
相
名
常
相
随
而
生
諸
妄
想
。

故
今
雙
遣
也
。

次
立
名
之
意
。

初
中
疑
云
。
既
絶
名
相
。
但
恨
立
客

依
因
於
妄
想

相
名
常
相
随

九）

実
叉
難
陀
訳
は
殆
ど
同
じ
で
、
第
一
句
の
想
が
計
、
第
四
旬
の
諸
妄
想
が
於
妄

計
（
六
0
六
C
)

と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
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遍
計
さ
れ
た
も
の
に
依
拠
し
て
依
他
が
認
め
ら
れ
る
。

相
と
名
と
の
結
合
よ
り
、
遍
計
さ
れ
た
も
の
は
生
ず
る
。

こ
の
引
用
偽
は
「
三
万
六
千
の
一
切
法
の
集
り
」
と
い
う
第
二
章
の
一
九
三
偶

の
C
d
に
当
る
求
那
跛
陀
羅
訳
で
あ
る
。
第
二
章
の
末
尾
に
当
る
こ
の
偶
の
前
後

で
は
三
性
説
が
説
か
れ
て
い
る
が
、

S
と
T
と
に
か
な
り
異
同
が
見
ら
れ
る
し
、

偽
文
も
、
後
に
偶
を
総
集
し
た
第
十
章
の
該
当
の
偶
文
と
の
違
い
が
見
ら
れ
る
な

ど
、
テ
キ
ス
ト
に
混
乱
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
上
に
、
こ
の
経
の
三
性
説
と
唯
識
派

の
三
性
説
と
の
異
同
も
明
ら
か
で
な
い
の
で
、
確
実
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
こ

の
箇
所
で
は
、
如
来
蔵
思
想
に
近
づ
け
て
三
性
を
解
釈
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
偶
に
先
行
す
る
長
行

(p.127,l.14~p.129, 

1.12)

で
は
、
遍
計
所
執
性

謂
言
説
之
極
。
因
言
遣
言
。

二
別
約
名
中
二
句
。
初
立
名
分
齊
゜

〔
一
四
〕

の
所
縁
な
る
を
以
て
の
故
な
り
。
『
榜
伽
』
に
云
わ
く
、
「
相
と
名
と
常
に

相
い
随
い
て
、
諸
の
妄
想
を
生
ず
」
と
。
故
に
今
双
べ
遣
る
な
り
。

⑯
 

ニ
に
別
し
て
名
に
約
す
る
中
に
二
旬
あ
り
。
初
め
に
立
名
の
分
斉
、

sJ 

次
に
立
名
の
意
な
り
。

謂
く
、
言
説
の
極
、
言
に
因
り
て
言
を
遣
る
。

餅

初
め
の
中
、
疑
い
て
云
く
、
既
に
名
と
相
と
を
絶
し
、
但
だ
客
名
を
仮
立

⑳
 

せ
ば
、
何
が
故
ぞ
余
名
を
立
て
ず
し
て
唯
だ
真
如
と
の
み
云
う
や
。
釈

の
種
々
性
の
存
在
様
式
の
特
徴
（
相
）
（n
a
y
a
l
a
k
~
a
Q
.
a
)

を
、
こ
と
ば
、
所
説
、

自
性
等
の
分
別

(
v
i
k
a
l
p
a
)

と
す
る
。
相
を
分
別
と
す
る
が
、
実
際
に
は
、
相
・

分
別
に
執
着
す
る
こ
と
が
遍
計
所
執
性
で
あ
っ
て
、
相
•
分
別
そ
の
も
の
は
依
他

起
性
で
あ
る
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
「
依
他
起
の
相

(
T
に
よ
る
。

S
は
執
着
）
に

有
と
無
と
し
て
執
着
し
た
（
凡
夫
た
ち
）
は
遍
計
所
執
性
の
種
々
性
に
執
着
す
る
」

(p.129, 1
1
.
1
5
~
1
6
)

と
い
う
文
言
に
よ
れ
ば
、
相
・
分
別
は
依
他
起
で
そ
れ
を
有

無
と
し
て
種
々
性
に
執
着
す
る
の
が
遍
計
所
執
性
と
な
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
遍
計
所
執
性
は
「
遍
計
•
分
別
へ
の
執
着
」
と
な
る
の
で
、

p
a
r
i
k
a
l
p
i
t
a
 
(
遍
計
さ
れ
た
も
の
）
と
い
う
語
義
に
よ
る
唯
識
派
の
解
釈
よ
り

も
、
む
し
ろ
玄
芙
訳
の
よ
う
に
所
執
と
い
う
こ
と
が
遍
計
所
執
性
の
あ
り
方
と
な

る
。
或
い
は
玄
芙
は
こ
う
い
う
解
釈
に
基
づ
い
て
、

p
a
r
i
k
a
l
p
i
t
a
を
「
遍
計
所
執
」

と
訳
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

、
長
行
の
最
後
の
部
分

(p.129,

1.l 7ff)
で
は
根
拠
と
し
て
の
依
他
起
・
分
別
・
相

（
？
）
を
幻

(
m
a
y
a
)

に
た
と
え
、
幻
を
種
々
性

(
v
a
i
c
i
t
r
y
a
=
p
r
a
b
h
e
d
a
(?）） 

と
し
、
種
々
性
を
遍
計
所
執
性
と
し
、
幻
と
種
々
性
が
別
異
な
ら
ば
、
種
々
性
は

幻
を
原
因
と
す
る
も
の
で
な
く
な
る
し
、
同
一
な
ら
ば
全
く
無
区
別
に
な
る
が
、

幻
と
種
々
性
の
区
別
は
認
め
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
両
者
は
同
一
で
も
別
異
で
も
な

い
。
従
っ
て
無
有
性
と
し
て
執
着
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。

三
八
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こ
の
有
と
無
と
し
て
執
着
し
な
い
無
執
着
は
、
例
え
ば
『
中
辺
分
別
論
』
な
ど

の
「
虚
妄
分
別
は
あ
り
、
そ
こ
に
所
取
能
取
の
二
が
な
い
」
と
い
う
有
無
の
否
定

の
よ
う
で
あ
っ
て
、
引
用
褐
に
先
行
す
る
二
偶
は
そ
う
い
う
有
無
を
論
じ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。

遍
計
所
執
さ
れ
た
事
物

(
b
h
a
v
a
)

は
存
在
し
な
い
が
、
依
他
起
は
存
在
す

る。（
存
在
す
る
、
存
在
し
な
い
と
い
う
有
と
無
の
）
増
益
と
損
減
は
、
考
察
さ
れ

た
と
き
（
ま
た
は
分
別
に
お
い
て
）
消
滅
す
る
。
(
-
九
一
）

も
し
遍
計
所
執
性
さ
れ
た
も
の
が
無
で
、
依
他
起
が
自
性
と
し
て
あ
る
な
ら

ま‘
,
1
 

有
な
し
で
有
は
あ
り
（
生
じ
）
、
有
は
無
よ
り
生
ず
る
。
(
-
九
二
）

一
九
一
褐
の
「
考
察
さ
れ
た
と
き
」
は
、

v
i
k
a
l
p
a
n
t
o
,
v
i
k
a
l
p
a
m
 n
o
 
(
p
3
0
4
、

三
0
五
偽
）

v
i
k
a
l
p
e
 v
a
i
 
(
p
3
0
4
、
f
n
1
2
)
、
T
r
n
a
m
 p
a
r
 b
r
t
a
g
s
 n
a
で
、
漢

訳
も
三
訳
共
に
異
な
り
、
四
巻
本
と
七
巻
本
は
「
妄
想
（
分
別
）
に
由
っ
て
壊
す
」

で
あ
る
が
、
十
巻
本
は
「
分
別
観
者
見
」
で
あ
る
。

一
九
二
偽
の

C
d
は
S
と
T
は
、
直
訳
す
れ
ば
、
上
の
訳
の
よ
う
に
な
る
。
四

巻
と
七
巻
（
（
）
内
は
七
巻
本
）
は
同
じ
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
（
無
性
（
法
）

而
有
性
（
法
）
有
性
（
法
）
無
性
生
（
従
無
生
）
。
恐
ら
く
四
巻
本
は
b
h
a
v
a
を

有
、
七
巻
本
は
存
在
す
る
も
の
・
事
物
と
と
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
）
が
、
十
巻

本
は
異
な
る
（
離
因
応
生
法
実
法
生
実
法
）
（
五
三
九
b
二
八
）
。

こ
の
「
有
（
又
は
事
物
？
）
な
し
で
有
は
あ
り
、
有
は
無
よ
り
生
ず
」
は
意
味

が
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
こ
で
は
遍
計
所
執
性
を
無
、
依
他
起
性
を
遍
計
所
執
性

の
根
拠
と
い
う
意
味
で
な
く
、
遍
計
所
執
性
の
無
に
対
し
て
有
と
相
対
化
し
て
、

寧
ろ
遍
計
所
執
性
が
無
で
あ
る
か
ら
こ
そ
依
他
起
性
は
有
で
あ
る
と
し
、
一
九
一

偽
で
は
遍
計
所
執
性
の
無
と
い
う
損
減
と
依
他
起
性
の
有
と
い
う
増
益
は
共
に

「
分
別
に
お
い
て
」
消
滅
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
唯
識
派
の
「
虚
妄
分
別
は
有
り
」
に

近
づ
く

(
p
3
0
4
、
f
n
4
の
tro
h
i
は
萩
原
校
訂
の

T
本
（
未
見
）
に
よ
る
よ
う
で
あ

る）。し
か
し

T
訳
等
か
ら
す
れ
ば
、
「
考
察
さ
れ
た
と
き
」
有
無
の
増
益
と
損
減
が
消

滅
す
る
、
す
な
わ
ち
、
真
の
根
拠
と
し
て
幻
に
た
と
え
ら
れ
る
依
他
起
は
有
で
も

な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
根
拠
は
依
他
起

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
五
）

三
九

で
な
く
、
真
如
、
法
界
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
二
傷
も
、
正
確
に

は
明
ら
か
で
な
い
が
、
有
な
し
で
有
が
あ
る
と
か
、
無
か
ら
有
が
生
ず
る
と
い
う

こ
と
は
、
依
他
起
を
根
拠
と
し
て
遍
計
所
執
性
が
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
逆

に
遍
計
所
執
性
な
る
無
か
ら
依
他
起
が
生
ず
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

引
用
偽
で
あ
る
一
九
三
褐
の

a
b
「
遍
計
さ
れ
た
も
の
に
依
拠
し
て
依
他
起
は

認
め
ら
れ
る
（
取
得
さ
れ
る
）
」
は
そ
う
い
う
逆
転
さ
れ
た
立
場
を
説
く
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、
分
別
に
よ
っ
て
「
遍
計
さ
れ
た
も
の
」
と
し
て
成
立

す
る
と
い
う
、
依
他
起
を
根
拠
と
し
て
成
立
す
る
と
い
う
遍
計
所
執
性
は
ど
の
よ

う
に
し
て
何
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
か
。
そ
れ
に
答
え
た
も
の
が
こ
の
引
用
傷

「
表
象
と
名
称
の
結
合
か
ら
遍
計
所
執
は
生
ず
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
名
と
相
と
の
結
合
、
漢
訳
は
そ
の
意
味
を
「
常
に
相
い
随
う
」
と
す
る
が
、

こ
れ
が
依
他
起
と
も
と
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
法
蔵
は
名
と
相
を
遍
計
の
所
縁
と
し

て
い
る
。
こ
の
遍
計
が
分
別
な
の
か
遍
計
所
執
性
な
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
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⑳
究
覚
の
名
玄
契
訳
も
真
諦
訳
と
同

じ
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
m
t
h
a
r
t
h
u
g
 p
a
 

r
n
a
m
s
 kyi m
i
n
 (
補
注
〔
一
六
〕
参
照
）
。

耶
。
繹
云
。
慎
如
者
。
是
言
説
之
極
。
謂

最
後
邊
際
。
故
播
論
中
十
種
名
内
。
慎

〔
一
五
〕
曇
延
は
補
注
〔
―
―
―
-
〕
で
示
し
た
本
文
（
一
ー
ニ
）
「
真
如
と
言
う
も
亦
相
有

る
こ
と
無
し
」
に
「
但
だ
一
切
の
名
字
は
皆
差
別
の
諸
相
に
依
り
て
立
つ
。
此
の

真
如
は
既
に
有
相
に
非
ず
。
一
切
の
言
説
登
に
能
く
名
づ
け
ん
」
と
注
す
る
。
彼

は
「
真
如
と
言
う
も
」
の
「
真
如
」
を
真
如
と
い
う
名
で
な
く
、
名
に
表
現
さ
れ

た
真
如
の
理
・
体
と
取
っ
て
い
る
。

文
言
（
二
）
の
「
言
説
の
極
」
に
「
已
に
一
切
の
言
説
を
離
れ
て
皆
尽
き
、
唯

だ
此
の
真
如
の
名
在
る
の
み
に
し
て
、
此
よ
り
已
後
、
復
た
名
無
き
な
り
」
と
注

す
る
か
ら
、
真
如
と
い
う
理
に
つ
い
て
真
如
と
い
う
名
が
最
後
の
名
で
あ
る
こ
と

を
「
極
」
と
呼
ん
で
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
彼
は
こ
の
真
如
と
い
う
言
葉
に
積

極
的
な
意
味
を
認
め
、
同
じ
（
二
）
の
「
言
に
因
り
て
言
を
遣
る
」
に
「
此
の
真

如
の
言
を
以
て
（
「
以
て
」
は
唐
訳
と
同
じ
）
一
切
の
言
を
遣
る
な
り
」
と
す
る
。

彼
は
「
遣
る
」
に
関
し
て
「
名
字
を
離
る
る
を
以
て
名
づ
け
て
真
如
と
為
す
。
真

な
る
を
以
て
の
故
に
虚
名
を
遣
り
、
如
な
る
が
故
に
異
名
を
遣
る
な
り
」
（
補
注

〔
六
〕
参
照
）
と
い
う
。
「
名
字
を
離
れ
る
」
こ
と
を
理
由
と
し
て
「
名
づ
け
て
真

如
と
為
す
」
と
い
う
が
、
ど
う
し
て
そ
れ
が
理
由
に
な
る
の
か
。
真
・
如
と
名
づ

け
な
け
れ
ば
、
虚
名
と
異
名
を
遣
る
こ
と
が
な
い
、
即
ち
「
言
を
遣
る
」
こ
と
が

な
い
か
ら
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
、
「
一
切
の
言
」
の

な
か
に
真
如
と
い
う
言
も
含
む
の
か
ど
う
か
。
虚
名
と
異
名
を
否
定
し
た
と
き
、

真
如
と
い
う
名
を
も
自
ら
否
定
す
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

慧
遠
は
「
言
説
の
極
」
を
勿
論
真
如
と
い
う
言
葉
と
す
る
が
、
そ
の
真
如
と
い

う
言
葉
は
「
言
語
道
断
え
、
黙
し
て
顕
わ
さ
ず
。
其
の
理
は
名
を
絶
す
る
」
言
葉

で
あ
る
と
い
う
。
他
の
言
葉
と
異
な
っ
て
真
如
と
い
う
言
葉
が
示
そ
う
と
す
る
真

の
理
は
言
亡
で
沈
黙
で
あ
る
。
「
故
に
極
に
寄
せ
て
表
す
る
」
、
同
じ
く
言
葉
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
限
り
で
は
区
別
が
な
い
が
、
真
如
と
い
う
言
葉
は
そ
う
い
う
特
別

な
言
葉
で
あ
り
極
と
い
う
意
味
が
あ
る
し
、
極
と
い
う
語
で
表
現
す
る
の
が
適
切

で
あ
る
の
で
、
真
実
在
を
表
示
す
る
言
説
の
中
の
至
極
、
極
限
の
言
葉
、
「
極
言
」

此
名
之
後
。
更
無
有
名
。
則
諸
名
之
中
。

〔
一
五
〕

し
て
云
く
、
真
如
と
は
是
れ
言
説
の
極
な
り
。
謂
く
、
此
の
名
の
後
に
更

に
名
有
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
則
ち
諸
名
の
中
の
最
後
の
辺
際
な
り
。
故
に

〔
一
六
〕

『
摂
論
』
の
中
の
十
種
の
名
の
内
に
は
、
真
如
の
名
は
是
れ
第
十
の
究
党

で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
「
言
に
因
っ
て
言
を
遣
る
」
に
「
上
に
極
言

と
云
う
。
恐
ら
く
理
体
に
著
せ
ん
。
重
ね
て
言
を
遣
る
な
り
」
と
釈
す
。
こ
の
解

釈
で
は
彼
が
（
―
_
二
）
を
こ
の
段
に
含
め
、
「
重
ね
て
上
の
言
を
顕
す
」
こ
と
が
、

重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
こ
で
「
真
如
と
言
う
も
」
と
、
上
来
用
い
て
き
た

真
如
と
い
う
言
を
再
び
「
顕
」
し
た
の
は
、
真
如
と
い
っ
て
も
「
無
有
相
」
、
即
ち

本
来
言
語
道
断
で
黙
、
即
ち
不
顕
で
あ
る
が
、
言
説
の
極
で
あ
る
真
如
と
い
う
極

言
に
よ
っ
て
表
し
顕
し
た
の
で
あ
る
。
極
言
で
あ
っ
て
も
真
如
と
い
う
言
葉
に
よ

っ
て
真
如
を
顕
す
と
、
人
は
真
如
が
単
な
る
名
で
な
く
理
体
が
あ
る
と
執
着
す
る

の
で
、
「
真
如
と
言
う
も
」
と
、
言
に
因
っ
て
「
無
有
相
」
と
い
っ
て
真
如
と
い
う

言
を
も
否
定
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
慧
遠
は
「
言
説
の
極
、
言
に

因
っ
て
言
を
遣
る
」
を
（
一
ー
ニ
）
の
説
明
、
単
な
る
繰
返
し
と
し
か
見
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。

元
暁
は
「
言
説
の
極
」
に
注
記
せ
ず
、
『
別
記
』
で
は
「
言
説
の
相
を
離
れ
」
以

下
「
真
如
と
言
う
も
相
有
る
こ
と
無
し
」
と
い
う
こ
の
論
述
そ
の
も
の
が
「
言
に

因
っ
て
言
を
遣
る
」
こ
と
だ
と
す
る
。
『
海
東
疏
』
で
は
、
前
注
で
も
触
れ
た
よ
う

に、

(
-
I

一
）
ま
で
は
「
体
を
顕
す
」
の
に
対
し
て
、
（
一
ー
ニ
）
以
下
は
「
名
を

釈
す
」
段
で
あ
り
、
「
真
如
と
言
う
は
亦
相
有
る
こ
と
無
し
。
謂
く
言
説
の
極
、
言

に
因
り
て
言
を
遣
る
」
と
い
う
文
言
は
「
釈
名
」
の
段
の
第
一
、
「
立
名
の
意
を
標

す
」
、
即
ち
真
如
と
い
う
名
を
立
て
る
真
意
を
標
示
す
る
と
解
し
、
「
謂
う
所
は
言

に
因
り
て
言
を
遣
る
」
こ
と
、
即
ち
、
こ
れ
ら
の
文
言
に
よ
っ
て
不
可
説
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
だ
と
い
い
、
そ
れ
は
「
猶
し
、
声
を
以
て
声
を
止
む
る
が
如
し
」

で
あ
る
と
い
う
。
即
ち
真
如
と
い
う
名
を
用
い
る
の
は
、
真
如
の
否
定
の
た
め
だ

と
い
う
。
法
蔵
は
こ
の
元
暁
が
あ
げ
た
比
喩
を
採
用
し
、
詳
し
く
説
明
し
た
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
彼
は
、
比
喩
が
こ
の
「
因
言
遣
言
」
を
す
べ
て
例
示
す
る
も
の

で
な
い
こ
と
も
意
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
比
喩
「
声
を
出
す
な
」

は
「
空
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
の
例
に
な
ら
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
龍
樹
が
『
廻

四
〇
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詳
論
』
で
論
じ
て
い
る
（
『
実
在
と
認
識
』
六
二
＼
六
三
頁
参
照
）
。

法
蔵
は
(
-
_
-
）
以
下
を
第
二
「
執
を
会
し
て
名
を
釈
す
」
段
と
す
る
。
こ
の

科
文
の
名
称
は
そ
れ
ま
で
に
真
如
を
既
に
説
明
し
て
い
る
が
、
し
か
し
猶
、
真
如

と
い
う
言
説
に
執
着
し
て
真
如
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
、
そ
う
い
う
執
着
を
会

通
・
会
釈
す
る
こ
と
、
即
ち
言
説
と
真
如
と
の
乖
離
と
真
如
と
い
う
言
説
の
は
た

ら
き
を
明
ら
か
に
し
て
、
真
如
と
い
う
名
を
説
明
す
る
段
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

会
が
会
通
で
あ
る
こ
と
は
、
「
凡
愚
、
上
の
真
如
の
名
を
聞
き
て
則
ち
論
主
は
自
語

相
違
し
」
と
い
う
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

(
-
）
全
体
は
「
正
し
く
会
し
て
執
を
治
す
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
一
切
の
言
説

が
仮
名
、
無
相
で
あ
る
こ
と
か
ら
真
如
と
い
う
言
説
も
無
相
で
あ
る
こ
と
を
会
釈

し
て
、
凡
愚
の
妄
執
を
「
仮
名
に
し
て
実
な
し
」
と
対
治
し
て
い
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
〔
二
〕
の
「
言
説
の
極
」
以
下
は
「
名
に
約
し
て
疑
を
釈
す
」
こ
と
だ
と
い

う
。
「
約
す
」
は
「
要
約
す
る
」
「
し
ぼ
る
」
こ
と
で
、
真
如
と
い
う
名
に
し
ぼ
っ

て
、
凡
愚
の
上
述
の
疑
問
に
答
釈
し
、
「
言
に
因
っ
て
言
を
遣
る
」
の
で
自
語
相
違

で
な
い
こ
と
を
釈
明
し
て
い
る
。
〔
三
〕
は
「
相
に
約
し
て
遣
を
釈
す
」
で
あ
る
。

法
蔵
は
(
-
―
-
)
が
直
前
の
「
言
を
遣
る
」
の
「
遣
」
を
名
と
か
体
で
な
く
相
の
問

題
に
し
ぼ
っ
て
解
釈
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

〔
一
六
〕
十
種
の
名
は
『
摂
論
』
の
第
四
章
「
入
所
知
相
分
」
に
説
か
れ
て
い
る
。
チ

ベ
ッ
ト
訳
で
は
、

こ

c
h
o
s
d
a
n
 gait z
a
g
 c
h
o
s
 d
a
n
 d
o
n
 /
 bs
d
u
s
 p
a
 d
a
n
 n
i
 r
g
y
a
s
 d
a
n
 rigs /
 

こ
n
a
d
a
g
 p
a
 d
a
n
 d
a
g
 d
a
n
 mthal). I
 

r
a
h
 t
u
 d
b
y
e
 b
a
s
 m
i
n
 gi y
u
l
 /
 

（
長
尾
『
摂
論
』
下
、

p
.
6
4
)

事
物
（
法
、

d
h
a
r
m
a
)
と
人

(
p
u
d
g
a
l
a
)
と
教
法

(
d
h
a
r
m
a
)
と
義

(
a
r
t
h
a
)

と

要

約

(
s
a
m
a
s
t
a
)

と
詳
述

(
v
y
a
s
t
a
)

と
文
字

(var:r:ia)

と

不

浄

(
a
s
u
d
d
h
i
)

と
清
浄

(
s
u
d
d
h
i
)

と
究
極

(
p
a
r
y
a
n
t
a
)

と
い
う
〔
十
〕
種
類

が
名
の
適
用
範
囲

(
n
a
m
a
g
o
c
a
r
a
)

で
あ
る
。

世
親
釈
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

g
a
n
 gi t
s
h
e
 d
o
n
 t
h
a
m
s
 c
a
d
 la r
n
a
m
 p
a
r
 m
i
 r
t
o
g
 pal).i 
m
i
n
 la g
n
a
s
 

sin~es 

b
y
a
 h
a
 n
i
 del).i 
m
i
n
 ci 
r
n
a
m
 p
a
 ji 

sfi.ed 
c
e
s
 
b
y
a
 bal).i 
t
h
a
 

t
s
h
i
g
 las del).i 
m
i
n
 gi b
y
e
 b
r
a
g
 t
s
h
i
g
s
 s
u
 b
e
a
d
 p
a
s
 b

s
t
a
n
 t
o
 /
 

d
e
 la 

(
l
)
 
c
h
o
s
 k
y
i
 m
i
n
 n
i
 g
z
u
g
s
 d

a
n
 /
 ts
h
o
r
 b
a
 d
a
n
 /
 mi
g
 c
e
s
 b
y
a
 b
a
 

『
大
乗
起
信
論
義
記
」
研
究
（
五
）

四

la s
o
g
s
 pa}_io /
 

ga:n z
a
g
 gi m
i
n
 n
i
 s
a
n
s
 r
g
y
a
s
 b
s
e
s
 g
f
i
e
n
 d
a
n
 /
 da
d
 p
a
s
 rjes 

s
u
 }_ibran h
a
 f;,es 
b
y
a
 b
a
 la s
o
g
s
 pa}_io// 

y
a
n
 c
h
o
s
 k
y
i
 m
i
n
 n
i
 m
d
o
 s
d
e
 la s
o
g
s
 pa}_io /
 

d
o
n
 g
y
i
 m
i
n
 n
i
 c
h
o
s
 d
e
 d
a
g
 la b
r
t
e
n
 pa}_ii 
d
o
n
 to// 

b
s
d
u
s
 ba}_ii 
m
i
n
 n
i
 s
e
m
s
 c
a
n
 f;,es 
b
y
a
 b
a
 lta bu}_io// 

r
g
y
a
s
 pa}_ii 
m
i
n
 n
i
 d
e
 d
a
g
 fiid r
e
 r
e
 n
a
s
 b
r
j
o
d
 p
a
 lta bu}_io // 

rigs k
y
i
 m
i
n
 n
i
 y
i
 gel.ii 
p
h
y
i
 m
o
 r
n
a
m
s
 s
o
 /
 

m
a
 da
g
 pa}_ii 
m
i
n
 n
i
 s
o
 sol.ii 
s
k
y
e
 b
o
 r
n
a
m
s
 kyi}_io /
 

d
a
g
 pal.ii 
m
i
n
 ni s
l
o
b
 p
a
 r
n
a
m
s
 kyi}_io /
 

m
t
h
a
r
 t
h
u
g
 p
a
 r
n
a
m
s
 k
y
i
 m
i
n
 ni 
g
a
n
 }_idres 
pal.ii 
c
h
o
s
 la 

d
m
i
g
s
 p
a
s
t
e
/
 s
a
 b
c
u
 p
a
 lta bu}_io // 

d
e
 la d
o
n
 t
h
a
m
s
 c
a
d
 n
i
 }_idres pa}_ii 
c
h
o
s
 

• 
la d
m
i
g
s
 pa}_ii 
y
e
 s
e
s
 k
y
i
 

d
m
i
g
s
 pa}_io // 

d
e
 lta 
bu}_ii 
r
n
a
m
 p
a
 n
i
 
b
y
a
n
 c
h
u
b
 s
e
m
s
 dpa}:li 
m
i
n
 gi 
y
u
l
 
y
i
n
 

n
o
/
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D
.
1
6
2
a
 1
-
4
(
8
1
 ,
3
,
1
¥
 4
)
 

「
あ
る
時
あ
ら
ゆ
る
も
の
（
義
d
o
n
)

を
分
別
し
な
い
名
に
住
し
（
て
法
界
を
直

覚
す
る
仕
方
で
住
す
る
）
と
き
」
と
は
、
そ
の
名
は
何
で
あ
り
、
種
類
は
ど
れ

程
か
（
ど
の
よ
う
な
も
の
か
）
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
名
の

区
別
が
偶
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
。

そ
の
内
、

(
l
)

法
の
名
は
①
で
あ
る
。

(
2
)

人
の
名
と
は
②
で
あ
る
。

(
3
)

再
び
法
の
名
は
③
で
あ
る
。

(
4
)

義
の
名
と
は
④
で
あ
る
。

(
5
)

要
約
の
名
は
⑤
で
あ
り
、

(6)

詳
述
の
名
は
⑥
で
あ
る
。

(
7
)

文
字
の
名
と
は
⑦
で
あ
る
。

(
8
)

不
浄
の
名
は
⑧
で
あ
る
。

(9)

浄
の
名
は
⑨
で
あ
る
。

(10)

諸
究
極
(nil;ltha,
p
a
r
y
a
n
t
a
,
 p
a
r
y
a
v
a
s
a
n
a
一＃
a)
の
名
は
⑩
で
あ
る
。

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

(10) 

(
2
)
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⑥
広

⑤
略

④
義

③
（
再
び
）
法

②
人

①
法

真玄 T真玄 T 真 玄 T真玄 T真 玄 T真 玄 T

そ
の
内
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、

s
a
1
p
b
h
i
n
n
a
な
法
を
所
縁
と
す
る
智
の
所
縁
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
種
類
は
菩
薩
の
名
の
g
o
c
a
r
a
で
あ
る
（
①
＼
⑩
は
次
の
一

覧
表
の
中
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
。
偶
の
r
a
h
tu d
h
y
e
 h
a
は
多
く
p
r
a
b
h
e
d
a
区
別
・

種
類
の
訳
語
で
あ
る
が
、

p
r
a
k
a
r
a
種
類
・
区
別
の
訳
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ

る
。
世
親
釈
の
r
n
a
m
p
a
は、

p
r
a
k
a
r
a
で
、
彼
は
、
偽
の
p
r
a
b
h
e
d
a
の
同
義

語
を
挙
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

r
n
a
m
p
a
は、

a
k
a
r
a
様
相
を
も
含

む
。
そ
の
点
で
種
類
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
様
相
を
も
示
す
と
い
え
る
。

そ
れ
が
名
の
用
い
ら
れ
る
領
域
g
o
c
a
r
a
で
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
）
。

十
名
に
つ
い
て
漢
訳
は
二
回
説
明
し
て
い
る
（
大
正
三
十
一
、
二

0
五
下
及
び

三
五
二
上
）
。
今
そ
れ
ら
を
チ
ベ
ッ
ト
訳

(
T
と
記
す
）
と
共
に
表
示
す
る
。

〔
二
回
目
〕

色
と
受
と
眼
等

色

受

眼

耳

等

眼

等

色

受

等

、

眼

耳

等

眼

等

仏
、
友
、
随
信
行
(sraddhanusarin)
等

仏

及

び

随

信

行

等

我

等

信

行

、

法

行

等

我

衆

生

等

経
siitra
(anta)
等

契

経

等

十

二

分

教

修

多

羅

祇

夜

等

十

二

部

の

正

教

そ
の
（
経
等
の
）
法
に
依
る
意
味
（
義
artha)

此

の

法

に

依

る

義

此

の

十

二

分

教

の

所

詮

の
諸
義

十
二
部
の
正
教
の
義

十
二
部
経
の
顕
す
所
の
諸
義

の
名

衆
生
等
の
よ
う
な
も
の

有

情

等

一

切

法

為

無

為

等

衆

生

等

の

通

名

有

為

無

為

同
じ
そ
れ
ら
を
一
っ
―
っ
と
し
て
述
べ
る
よ
う
な
も
の

彼
の
―
一
の
各
別
の
能
詮
色
受
等
及
び
虚
空
等

衆
生
に
は
各
々
別
名
有
り
色
受
等
及
び
空
等

T

異
生
等
の
も
の

玄

諸

の

異

生

真

凡

夫

等

T

有
学
sai窃
a
等
の
も
の

玄

有

学

等

諸

の

諦

を

見

る

も

の

真

聖

人

等

須

陀

湮

等

T
 
s
a
r
p
.
b
h
i
n
n
a
d
h
a
r
m
a
l
a
m
b
a
n
a
で
あ
っ
て
十
地
の
よ

う
な
も
の
。
そ
の
内
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
（
義
d
o
n
)

は

sarp.bhinna
な
法
を
縁
ず
る
智
の
所
縁
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
種
類
が
菩
薩
の
名
の
使
用
さ
れ
る
領
域
で
あ
る
。

（
⑩
は
〈
十
地
の
よ
う
な
も
の
〉
ま
で
で
、
「
そ
の
内
、
あ

ら
ゆ
る
」
以
下
は
、
総
括
で
あ
っ
て
直
接
⑩
と
は
関
係
な

い
が
、
次
の
漢
訳
と
の
比
較
の
た
め
に
こ
こ
に
繰
り
返
し

訳

出

し

た

。

⑩

の

実

質

を

な

す

sarp.bhinna-

d
h
a
r
m
a
l
a
m
b
a
n
a
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
}:idres
p
a
は、

sarp.bhinna, m
i
s
r
a
で

あ

り

、

m
i
x
e
d
,
confused, 

adulterated
の
意
味
で
あ
る
。
真
如
と
か
真
実
の
場
合

は
寧
ろ
asarp.bhinna,
unadulterated, p
u
r
e
が
強
調

さ
れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
こ
の
⑩
の
究
極
の
名
も

未
だ
真
如
そ
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
玄
奨
は
「
総

相
」
、
真
諦
は
「
通
」
と
訳
す
。
）

玄

一

切

の

法

の

総

相

の

所

縁

二

回

目

は

(
a
)

真
一
切
法
に
通
ず
る
真
如
実
際
等
二
回
目
は

(
b
)

(
a
)
一
切
の
法
の
総
相
の
所
縁
、
即
ち
是
れ
二
智
の
所
縁
の
境
界
、
出
世
智
と

及
び
後
得
智
と
は
一
切
法
の
真
如
、
実
際
を
以
て
所
縁
と
為
す
が
故
に
、

一
切
法
の
種
々
の
相
別
を
以
て
所
縁
と
為
す
が
故
に
十
地
等
の
如
し
。
即

⑩
究
覚

⑨
浄

⑧
不
浄

⑦
性

真
義
無
き
文
字

T
 
m
a
t
r
k
a
文
字
の
字
母

玄
諸
字
の
本
母

四

諸
の
異
生

凡
夫
等

阿
字
を
初
と
為
し
詞
字

を
後
と
為
す

阿
字
を
初
と
為
し
詞
字

を
最
後
と
為
す
。

音
字
合
し
て
三
十
七
゜
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の
中
の
意
は
一
切
の
義
の
総
相
を
縁
ず
る
智
の
所
縁
の
境
界
を
取
る
。
剣

の
如
き
品
類
は
是
れ
諸
の
菩
薩
の
名
の
所
行
の
別
な
り
。
（
傍
線
部
分
は

ほ
ぼ

T
訳
と
一
致
す
る
。
他
は
真
諦
に
近
い
。
）

(
b
)
極
通
の
境
を
縁
ず
る
出
世
の
智
と
及
び
出
世
の
後
智
の
縁
ず
る
所
の
一
切

法
の
真
如
の
境
な
り
。

『
摂
論
』
で
は
「
こ
れ
に
関
し
て
(
-
)
詩
頌
が
あ
る
。
」
と
い
っ
て
上
述
の
詩

頌
を
説
く
。
世
親
は
「
こ
れ
に
関
し
て
」
を
そ
の
前
に
説
か
れ
て
い
る
「
入
無
相

方
便
」
の
最
終
局
面
と
し
て
「
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
つ
い
て
分
別
し
な
い
名
に
住
す

る
」
と
い
う
名
と
の
関
連
で
説
か
れ
た
傍
論
と
解
釈
す
る
。
「
名
に
住
す
る
」
と
は

同
時
に
菩
薩
が
「
法
界
を
直
証
す
る
仕
方
で
住
す
る
」
境
地
で
あ
り
、
そ
の
時
、

菩
薩
に
は
無
分
別
智
が
生
じ
円
成
実
性
に
悟
入
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
場
合

「
名
に
住
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
未
だ
名
に
執
着
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
が
、
し
か
し
そ
れ
が
無
分
別
智
を
生
じ
、
円
成
実
性
に
悟
入
す
る
こ
と
で
あ
る

の
は
、
こ
の
名
の
場
合
の
み
「
言
に
因
っ
て
言
を
遣
る
」
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

法
蔵
が
「
真
如
の
名
は
第
十
の
究
覚
の
名
な
り
。
故
に
「
極
」
と
云
う
」
と
言
う

の
は
そ
の
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。

『
摂
論
』
の
詩
頌
を
世
親
は
上
述
の
「
分
別
し
な
い
名
」
と
の
関
連
で
、
「
そ
の

名
は
何
か
」
「
そ
の
種
類

(
r
n
a
m
pa, prakara)
は
ど
れ
程
か
」
と
い
う
意
味

（
密
意
）
を
含
み
、
そ
の
二
問
に
答
え
た
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。
も
し
そ
の
名
だ

け
を
問
題
に
す
る
な
ら
ば
、
「
名
は
何
か
」
と
「
様
相

(
r
n
a
m
pa, a
k
a
r
a
、
形
状
）

は
何
か
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
真
諦
が
明
確
に
偽
d
「
十
名
は
境
を

差
別
す
」
に
「
此
の
十
種
の
差
別
の
名
は
悉
く
是
れ
菩
薩
の
境
界
な
る
も
、
菩
薩

の
所
住
は
唯
だ
第
十
の
「
一
切
法
に
通
ず
る
」
名
の
中
の
み
に
在
り
」
と
説
明
す

る
よ
う
に
、
第
一
か
ら
第
九
ま
で
の
名
は
「
菩
薩
の
名
の
適
用
範
囲
」
で
あ
っ
て

も
、
所
住
の
「
分
別
し
な
い
名
」
は
、
第
十
の
名
の
み
で
あ
る
。

漢
訳
は
一
二
本
共
に
十
種
の
名
の
説
明
が
二
回
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
は

一
回
だ
け
で
あ
る
。
世
親
釈
で
は
上
述
の
名
と
種
類
と
の
二
つ
の
質
問
が
含
意
さ
れ
て

い
る
と
す
る
の
で
、
漢
訳
の
方
が
原
本
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
玄
笑
訳
か
ら

も
窺
え
る
よ
う
に
、
最
初
の
説
明
の
第
十
の
文
言
と
二
回
目
の
第
十
の
説
明
の
最
初

の
文
言
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
一
回
目
の
そ
の
文
言
の
後
か
ら
二

回
目
の
第
九
の
名
の
説
明
ま
で
を
と
ば
し
て
訳
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
五
）

四

ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
程
、
一
回
目
と
二
回
目
は
殆
ど
同
じ
説
明
の
繰

り
返
し
で
あ
る
。
玄
笑
訳
で
は
第
一
回
目
は
「
名
は
何
か
」
で
あ
り
、
二
回
目
は
「
略

し
て
十
種
有
り
」
と
い
う
よ
う
に
「
種
類
は
ど
れ
ほ
ど
か
」
に
対
す
る
解
答
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
二
回
目
に
は
各
々
に
「
一
に
は
」
「
二
に
は
」
と
番
号
を
付
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
窺
え
る
。
真
諦
訳
は
第
一
回
目
を
偽
の

a
b
C
の
十
名
の
説
明
と
し
、
ニ

回
目
を
「
十
名
は
境
を
差
別
す
」
と
い
う
偶
の
d
の
解
釈
と
す
る
。
第
一
回
目
に

「
こ
「
二
」
と
番
号
を
付
し
て
い
る
の
は
十
名
の
説
明
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
十
名
」
と

「
十
名
の
行
境
」
は
実
質
的
に
は
同
じ
こ
と
に
な
る
が
、
一
覧
表
で
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
玄
契
訳
は
直
訳
に
近
い
の
に
真
諦
訳
は
「
色
受
等
、
眼
耳
等
」
、
「
修
多
羅
、
祇
夜

等
」
な
ど
と
い
う
、
五
蘊
、
六
根
、
十
二
部
経
な
ど
、
法
相
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示

す
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
ろ
う
。
第
十
の
「
究
覚
の
名
」
に
つ
い
て

は
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
「
ま
じ
り
あ
っ
た
sa:rpbhinna
法
を
所
縁
と
す
る
も
の
で
あ
る
十

地
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
（
玄
笑
、
此
の
中
の
意
は
）
一
切
の
事
物
は
ま

じ
り
あ
っ
た
sarp.bhinna
法
を
所
縁
と
す
る
智
の
所
縁
で
あ
る
」
と
い
う
だ
け
で
あ

る
が
、
玄
笑
は
こ
の
「
十
地
」
の
前
に
「
即
ち
是
れ
二
智
の
所
縁
の
境
界
な
り
。
謂
く
、

出
世
の
智
と
及
び
後
得
智
な
り
。
一
切
法
の
真
如
実
際
を
以
て
所
縁
と
為
す
が
故
に

（
出
世
間
智
）
一
切
法
の
種
々
の
相
の
別
を
以
て
所
縁
と
為
す
が
故
な
り
（
後
得
智
）
一

（
隋
訳
も
ほ
ぼ
同
じ
）
を
加
え
て
い
る
。
真
諦
訳
は
「
出
世
の
智
及
び
出
世
の
後
智
の

縁
ず
る
所
の
一
切
法
の
真
如
の
境
な
り
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
チ
ベ
ッ
ト
訳

で
は
十
地
を
比
喩
と
す
る
の
に
対
し
て
、
真
諦
は
一
切
法
の
真
如
（
実
際
）
と
し
、
後

の
二
訳
は
両
方
を
並
記
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
法
蔵
が
「
究
党
の
名
」
を
真
如
と
し

た
の
は
真
諦
に
従
っ
た
も
の
で
あ
り
、
真
諦
の
『
摂
論
』
解
釈
は
「
十
地
」
か
ら
「
真

如
」
へ
と
中
心
が
移
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
「
「
十
地
等
の
如
し
」
は
十
地
の
観
法
の
中
に

は
地
地
各
別
の
法
を
所
縁
と
な
す
が
故
な
り
」
（
国
訳
一
切
経
一

0
八
頁
脚
注
45)

と
い
う
。
玄
笑
訳
で
は
そ
う
も
と
れ
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
「
ま
じ
り
あ
っ
た
法
を
所

縁
と
す
る
」
名
で
あ
る
。
こ
の
ま
じ
り
あ
っ
た
（
入
り
み
だ
れ
た
）
法
を
所
縁
と
す
る

を
、
玄
笑
は
一
切
法
の
総
相
、
真
諦
は
「
一
切
法
に
通
ず
る
」
と
し
て
い
る
。

sarp.bhinna (
あ
る
い
は
、

m
i
s
r
a
の
意
味
）
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
十
地
で
は
各
々
の

地
の
所
縁
が
別
で
あ
り
な
が
ら
、
究
極
の
名
に
至
る
と
区
別
で
き
な
い
よ
う
な
あ
り

方
を
し
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
sarp.bhinna/misra
は
『
華
厳

経
』
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
正
確
な
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
そ
れ

ら
の
検
討
を
侯
つ
。

(173) 



⑫
極
名
補
注
〔
一
五
〕
参
照
。

四
打
ち
静
む
る
打
は
打
坐
な
ど
の
打
と

同
じ
く
強
意
。

⑳
意
趣
一
六
八
頁
の
頭
注
「
意
」
参
照
。

四
消
息
消
え
る
（
減
る
）
こ
と
と
生
ず

る
（
増
す
）
こ
と
を
基
本
と
す
る
が
、
こ

こ
で
は
「
静
か
に
せ
よ
」
と
い
う
言
葉
の

比
喩
の
場
合
と
異
同
を
取
捨
し
て
解
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。
『
漢
語
大
詞

典
』
に
よ
れ
ば
勘
酌
す
る
意
味
と
し
て

「
晋
書
』
の
「
其
れ
博
士
己
上
を
し
て
旧
き

事
を
参
考
し
、
呂
刑
及
び
漢
魏
晋
の
律
令

に
依
り
、
消
息
増
損
し
、
議
し
て
燕
の
律

を
成
さ
し
む
」
や
、
『
隋
書
』
の
「
今
の
玉

幣
は
、
旧
典
を
参
用
し
、
消
息
取
捨
し
て
、

其
の
折
中
を
裁
す
」
と
い
っ
た
用
例
を
あ

げ
て
い
る
。
『
探
玄
記
』
で
は
、
「
法
義
を

以
て
而
も
之
を
消
息
す
べ
き
な
り
」
と
い

う
用
例
が
見
え
る
。

⑯
相
に
約
す
「
相
に
約
し
て
釈
し
て
遣

る」。

⑰
二
句
次
の
「
此
の
真
如
の
体
」
以
下

と
「
亦
た
立
す
べ
き
」
以
下
の
文
。

⑳
此
の
真
如
の
体
／
真
理
真
如
の
本

体
、
真
如
の
実
法
、
真
理

(II
真
如
の
理
）

は
同
義
語
。
正
理
で
情
惑
に
対
す
る
（
『
研

究
』
（
四
）
、
一
四
九
頁
補
注
（
二
）
参
照
）
。

⑳
観
に
約
し
て
妙
智
の
観
。
補
注
〔
一

七
〕
参
照
。

団
外
人
仏
教
外
の
人
、
異
教
徒
。

之
法
。
則
生
斯
見
。
故
今
繹
云
。
但

慎
如
名
相
。
謂
箕
如
本
骰
亦
是
可
遣

一
約
観
繹
云
。
外
人
見
前
文
雙
遣

繹。
言
此
慎
如
腫
無
可
遣
等
者
。
有

故。 亦
無
可
立
。
以
＿
切
法
皆
同
如

因
言
遣
言
者
。
立
此
極
名
。
為
遣

声
。
常
知
此
中
意
趣
亦
爾
。
善
須
消

此
員
如
髄
。
無
有
可
遣
。
以
一
切

法
悉
皆
員
故
。

三
別
約
相
中
二
旬

、0
息 声

敷
敷
打
静
。
即
自
喧
故
。
亦
非
止

若
無
此
磐
則
不
止
餘
聾
。
若
為
存
此

存
此
名
。
亦
不
遣
名
。
如
打
静
磐
。

於
名
。
若
無
此
名
。
無
以
遣
名
。
若

如
名
是
第
十
究
覚
名
。
故
云
極
也
。

四

言
に
因
り
て
言
を
遣
る
と
は
、
此
の
極
名
を
立
つ
る
は
名
を
遣
ら
ん

が
為
め
な
り
。
若
し
此
の
名
無
く
ん
ば
、
以
て
名
を
遣
る
こ
と
無
し
。
若

⑳
 

し
此
の
名
を
存
せ
ば
、
亦
た
名
を
遣
ら
ず
。
打
ち
静
む
る
の
声
の
如
し
。

⑳
 

若
し
此
の
声
無
く
ん
ば
余
声
を
止
め
ず
、
若
し
此
の
声
を
存
せ
ん
が
為

亦
た
立
す
べ
き
も
の
も
無
し
、

一
切
の
法
は

め
に
数
数
打
ち
静
む
れ
ば
、
即
ち
自
ら
喧
し
き
が
故
に
亦
た
声
を
止
む

⑳
 

る
に
非
ず
。
当
に
知
る
べ
し
、
此
の
中
の
意
趣
も
亦
た
爾
な
り
。
善
ろ

因

し
く
須
ら
く
消
息
す
べ
し
。

⑳

⑰

 

三
に
別
し
て
相
に
約
す
る
中
に
二
旬
あ
り
。

⑳
 此

の
真
如
の
体
は
遣
る
べ
き
も
の
有
る
こ
と
無
し
、

一
切
の
法
は
皆
同
じ
く
如
な
る
を

以
て
の
故
な
り
。

〔
一
七
〕

此
の
真
如
の
体
は
遣
る
べ
き
も
の
無
し
等
と
言
う
に
は
、
二
釈
有

一
に
は
観
に
約
し
て
釈
し
て
云
く
。
外
人
は
前
の
文
に
真
如
の
名
と
相

と
を
双
べ
遣
る
を
見
て
、
真
如
の
本
体
も
ま
た
是
れ
遣
る
べ
き
の
法
な
り

⑩
 

と
謂
い
て
、
則
ち
断
見
を
生
ぜ
ん
。
故
に
今
釈
し
て
、
但
だ
虚
妄
の
名
と
相

り゚
悉
く
皆
真
な
る
を
以
て
の
故
な
り
。

の
名
な
り
。
故
に
極
と
云
う
な
り
。

四
四

253a 
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〔
一
七
〕
曇
延
は
真
如
．．
 
体
、
要
す
る
に
一
切
法
は
真
で
あ
り
、
「
垢
累
（
煩
悩
•
分
別
の

垢
の
束
縛
か
）
は
斯
ち
尽
き
て
遣
の
及
ば
ざ
る
所
」
だ
と
い
う
。
彼
は
「
立
」
を
定
義

し
て
、
「
本
、
法
体
無
く
、
始
め
て
施
設
せ
ん
と
欲
し
て
、
名
づ
け
て
立
と
為
す
べ
き
な

り
」
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
一
切
法
、
即
ち
真
如
•
如
は
法
爾
の
故
に
「
立
す
べ
き

も
の
無
し
」
だ
と
い
う
。
従
っ
て
「
一
切
法
は
皆
同
じ
く
如
」
で
あ
る
こ
と
は
法
爾
（
あ

る
が
ま
ま
で
あ
る
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
法
爾
は
法
性
、
即
ち
一
切
法
の
本

性
と
い
う
意
味
が
根
本
に
あ
る
か
ら
、
「
立
す
る
」
の
で
な
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

慧
遠
は
こ
の
節
を
真
如
と
い
う
名
称
の
説
明
と
す
る
。
彼
は
真
如
と
は
「
心
法
」

の
こ
と
だ
と
解
し
、
心
法
は
所
妄
、
妄
法
が
な
い
か
ら
真
で
あ
り
、
真
で
あ
る
か

ら
心
法
は
遣
る
べ
き
も
の
無
し
、
即
ち
否
定
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
心
法
の
中
の
無

数
の
仏
法
は
差
別
相
が
な
い
の
で
如
で
あ
る
。
そ
れ
が
ど
う
し
て
「
立
す
べ
き
も

の
が
な
い
」
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
点
で
、
彼
は
一
切
法
は
同
じ
く
如
で
あ
る
か

ら
だ
と
す
る
。
彼
は
如
が
始
覚
の
意
味
で
な
く
本
覚
の
意
味
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
、
「
同
如
」
を
「
如
に
同
じ
（
同
ず
る
）
」
と
い
う
、
如
で
な
い
も
の
が
如
に
帰

す
る
こ
と
で
は
な
く
、
「
同
じ
く
如
」
と
読
み
、
「
如
理
一
味
」
即
ち
「
差
別
の
中

に
就
い
て
無
相
を
明
す
」
、
如
な
る
理
は
差
別
の
中
に
あ
っ
て
一
味
で
あ
る
こ
と

で
あ
る
か
ら
、
「
同
じ
く
如
」
で
あ
る
こ
と
を
明
す
と
す
る
。

元
暁
も
真
如
の
名
称
の
説
明
と
す
る
。
彼
は
真
如
の
体
が
「
遣
る
べ
き
も
の
有

る
こ
と
な
し
」
で
あ
る
の
は
「
真
体
を
以
て
俗
法
を
遣
る
」
こ
と
で
は
な
い
と
し
、

真
如
の
体
が
真
と
俗
と
い
う
二
元
の
立
場
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
し
か
し

そ
の
超
越
は
、
絶
対
の
真
と
い
っ
た
超
越
者
を
示
す
の
で
は
な
い
。
彼
は
「
一
切

法
」
と
は
「
依
他
性
の
一
切
法
」
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
一
切
法
が
真
で
あ
る
の

は
「
言
説
を
仮
る
こ
と
を
離
れ
」
て
い
る
が
、
同
時
に
差
別
を
壊
さ
な
い
こ
と
に

よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
平
等
（
無
差
別
で
あ
れ
ば
平
等
で
も
な
い
単
一
体
と
な

る
？
）
、
即
ち
真
の
平
等
。
恐
ら
く
そ
の
こ
と
を
同
如
（
差
別
の
諸
法
が
同
じ
く

如
、
又
は
如
を
同
じ
く
す
る
？
）
と
解
す
る
。

法
蔵
は
真
如
が
可
遣
、
可
立
で
な
い
こ
と
を
観
と
法
に
約
し
て
解
釈
し
て
い

る
。
先
ず
「
観
」
に
し
ぼ
っ
て
明
す
場
合
は
、
真
如
は
妙
智
の
観
ず
る
境
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
智
を
、
問
題
に
応
じ
て
『
五
教
章
』
で
は
真
智
、
円
智
、

性
智
な
ど
を
使
い
分
け
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
は
転
識
得
智
の
智
で
あ

る
。
妙
智
は
智
を
法
身
と
す
る
終
教
の
立
場
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
妙

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
五
）

智
の
境
は
真
如
の
体
で
あ
り
、
一
切
法
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
妙
智
の
境
で
あ

る
一
切
法
が
真
如
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
境
•
真
如
は
遣
る
べ
き
も
の
で

も
立
す
べ
き
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
に
反
し
て
そ
の
名
や
相
に
関
す
る
限
り
、
真

如
で
あ
っ
て
も
、
妄
情
の
所
産
で
あ
る
か
ら
否
定
さ
れ
る
し
、
外
人
が
真
如
の
実

法
は
否
定
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
相
対
的
に
理
解
し
て
「
可
立
」
と
考
え
る
の

も
妄
情
•
当
情
に
よ
る
分
別
で
あ
る
と
す
る
。
．

「
法
」
に
要
約
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
主
客
を
超
え
て
、
一
切
法
の
真
如
を
存
在

論
•
実
在
論
の
立
場
で
解
釈
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
立
場
か
ら
論
ず
る
と
、
生

滅
門
の
一
切
の
染
法
も
浄
法
も
す
べ
て
真
如
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
か
ら
否
定

す
る
ま
で
も
な
い
、
否
定
す
る
必
要
が
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
一
切
法
は
本
来

皆
同
じ
く
真
如
で
あ
り
、
本
よ
り
顕
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
立
て
る
必
要
は

な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
生
滅
の
法
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
真
の
体
に
よ

っ
て
否
定
す
る
と
い
う
、
凡
夫
の
妄
執
を
会
通
す
る
と
い
う
考
え
が
見
ら
れ
る
。

法
蔵
は
遣
と
立
と
に
関
し
て
真
俗
二
諦
説
を
用
い
て
二
門
の
各
々
か
ら
見
て
、

四
句
と
な
る
こ
と
に
関
説
し
、
こ
の
箇
所
の
「
不
遣
」
と
「
不
立
」
が
「
真
如
門
」

の
二
旬
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
四
旬
を
表
示
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

真
如
門
①
真
の
所
遣
無
き
に
約
す
・

ー
俗
は
真
に
即
す

②
真
の
立
す
る
を
待
た
ざ
る
に
約
す

ー
俗
に
即
す
る
の
真
は
本
よ
り
現
ず
る

①
俗
の
所
乖
無
き
に
約
す

ー
真
は
俗
に
即
す

②
俗
の
立
す
る
を
待
た
ざ
る
に
約
す

↓
〖
に
即
す
る
の
俗
は
差
別
で
あ
る

生
滅
門

四
五
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⑳
妙
智
『
五
教
章
』
で
は
「
唯
だ
妙
智
を

法
身
と
為
す
」
（
四
九
八
下
）
と
い
う
。
こ

れ
は
、
こ
の
妙
智
も
本
覚
と
い
う
本
性
的

な
智
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

8

下
の
句
前
の
「
下
の
旬
」
は
直
後
に

あ
る
本
文
(
-
七
四
頁
―

oi-
―行）

の
「
一
切
法
は
悉
く
皆
真
な
る
を
以
て
の

故
に
」
。
後
の
「
下
の
旬
」
は
同
じ
―
二
＼

一
三
行
の
「
一
切
の
法
は
皆
同
じ
く
如
な

る
を
以
て
の
故
な
り
」
。

g
当
情
世
間
的
で
常
識
的
な
分
別
知

で
、
次
に
く
る
妄
情
や
情
惑
に
同
じ
。
妙

智
の
観
の
対
。

閲
釈
し
て
こ
の
場
合
だ
け
は
「
下
の

句
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

oo
上
の
文
「
研
究
」
（
四
）
一
五
六
頁
。

又
準
上
文
。
―
一
門
皆
各
穂
播
一
切

也。 故
。
此
慎
如
未
曾
不
顕
。
更
何
所
立

如
故
。
以
一
切
生
滅
等
法
本
来
同
如

慎
罷
遣
生
滅
法
也
。
何
以
不
遣
者
。

繹
云
。
以
一
切
法
悉
皆
慎
故
。
以
生

待
立
。
下
旬
繹
云
。
以
一
切
法
皆
同

慎
故
。
此
員
如
不
待
立
也
。
何
以
不

無
可
立
者
。
既
諸
生
滅
等
法
未
曾
不

性
。
不
異
員
如
故
。
不
待
遣
也
。
亦

滅
門
中
一
切
染
浮
等
法
。
即
無
自

二
約
法
繹
云
。
無
可
遣
者
。
非
以

亦
無
可
立
。
以
離
妄
情
故
。
何
以
不

則
謂
有
法
可
立
。
常
情
縁
執
。
故
云

旬
繹
云
。
以
一
切
法
悉
皆
慎
故
。
無

是
妙
智
観
境
故
。
何
以
不
遣
者
。
下

法
可
遣
也
。
外
人
既
聞
慎
理
不
遣
。

立
者
。
下
句
繹
顕
。
可
知
。

遣
虚
妄
名
相
。
不
遣
慎
如
実
法
。
以

n
 

と
を
遣
る
の
み
に
し
て
、
真
如
の
実
法
を
遣
ら
ず
と
云
う
。
是
れ
妙
智

の
観
の
境
な
る
を
以
て
の
故
な
り
。
何
を
以
て
遣
ら
ず
と
な
ら
ば
、
下

8
 

の
旬
に
釈
し
て
、

一
切
の
法
は
悉
く
皆
真
な
る
を
以
て
の
故
に
と
云

⑳
 

う
。
法
の
遣
る
べ
き
も
の
無
き
な
り
。
外
人
は
既
に
真
理
は
遣
ら
ず
と
聞
き

g
 

て
、
則
ち
法
の
立
す
べ
き
も
の
有
り
と
謂
い
て
、
当
情
に
縁
じ
て
執
せ
ん
。
故

に
亦
た
立
す
べ
き
も
の
も
無
し
と
云
う
。
妄
情
を
離
る
る
を
以
て
の
故
な

g
 

り
。
何
を
以
て
立
せ
ず
と
な
ら
ば
、
下
の
旬
に
釈
し
て
顕
せ
ば
、
知
る
べ
し
。

ニ
に
は
法
に
約
し
て
釈
し
て
云
く
。
遣
る
べ
き
も
の
無
し
と
は
、
真
体

を
以
て
生
滅
の
法
を
遣
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。
何
を
以
て
遣
ら
ず
と
な

ら
ば
、
野
し
て
、

う
。
生
滅
門
の
中
の
一
切
の
染
浄
等
の
法
は
、
即
ち
自
性
無
く
、
真
如
に

異
な
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
に
、
遣
る
を
待
た
ざ
る
な
り
。
亦
た
立
す
べ
き

も

ろ

も

ろ

か

つ

も
の
無
し
と
は
、
既
に
諸
の
生
滅
等
の
法
は
未
だ
曽
て
真
な
ら
ざ
る
に

あ
ら
ざ
る
が
故
に
、
此
の
真
如
は
立
す
る
を
待
た
ざ
る
な
り
。
何
を
以
て

一
切
の
法
は
皆
同
じ
く
如

一
切
の
生
滅
等
の
法
は
本
来
同
じ
く

か
つ

如
な
る
を
以
て
の
故
に
、
此
の
真
如
は
未
だ
曽
て
顕
わ
れ
ず
ん
ば
あ
ら

ず
。
更
に
何
の
立
つ
る
所
あ
ら
ん
や
。

箇

お

の

お

の

又
た
、
上
の
文
の
「
二
門
は
皆
各
一
切
法
を
総
摂
す
」
の
言
に
準
ず
れ

な
る
を
以
て
の
故
な
り
と
云
う
。

立
す
る
を
待
た
ざ
る
や
。
下
の
旬
に
釈
し
て
、

一
切
の
法
は
悉
く
皆
真
な
る
を
以
て
の
故
な
り
と
云

四
六
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oo
双
融
融
は
融
通
で
、
真
諦
と
俗
諦
の

二
が
交
徹
し
、
と
ど
こ
お
り
な
く
通
じ
あ

う
こ
と
で
、
真
諦
と
俗
諦
が
二
で
あ
り
な

が
ら
無
二
で
あ
る
こ
と
。
「
真
俗
双
融
二

而
無
―
-
」
（
『
五
教
章
』
五

0
0
中）。

〔
一
八
〕
曇
延
は
「
当
に
知
る
べ
し
、
一
切
法
は
説
く
べ
か
ら
ず
」
を
「
諸
学
輩
の
言

を
已
め
て
以
て
真
を
尋
ぬ
る
こ
と
を
勧
む
」
こ
と
と
し
、
「
念
ず
べ
か
ら
ず
」
を
、

「
慮
を
滅
し
て
以
て
如
を
求
む
る
こ
と
を
示
す
」
こ
と
と
す
る
。
さ
ら
に
「
故
に
真

如
と
名
づ
く
（
名
づ
け
て
真
如
と
為
す
）
」
を
「
如
の
名
は
説
く
べ
き
念
ず
べ
き
の

法
に
非
ざ
る
こ
と
を
顕
示
（
比
、
一
作
示
に
よ
る
）
す
。
故
に
言
説
と
念
慮
を
以

て
此
の
名
義
を
求
む
べ
か
ら
ず
」
と
注
す
る
。
こ
の
よ
う
に
曇
延
は
、
「
当
に
知
る

べ
し
」
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
節
の
文
言
が
、
こ
の
論
を
学
習
す
る
読
者

で
あ
る
学
輩
に
対
し
て
、
単
な
る
学
問
、
学
識
の
習
得
で
な
く
、
実
際
に
真
如
を

求
め
て
実
践
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
と
そ
の
際
の
実
践
上
の
い
ま
し
め
を
説
い
て
い

る
と
解
釈
す
る
。
こ
の
解
釈
は
次
の
、
真
如
の
主
体
的
実
現
に
関
す
る
「
問
答
釈

「
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
五
）

嘗
知
＿
切
法
不
可
説
不
可
念
。
故

門
故
。
但
有
二
旬
耳
。

義
」
を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

慧
遠
は
「
総
結
」
と
し
、
「
妄
法
の
中
に
就
い
て
言
説
と
心
念
と
は
皆
相
応
し
な
い
」

こ
と
と
し
、
一
切
法
が
不
可
説
不
可
念
で
あ
る
こ
と
が
真
如
の
体
で
あ
る
と
す
る
。

元
暁
は
「
名
を
結
す
」
即
ち
真
如
と
い
う
名
に
関
す
る
結
論
と
し
、
こ
の
文
言
で
「
直

に
真
如
を
顕
し
寛
り
ぬ
」
と
す
る
。
「
離
一
―
―
口
真
如
」
と
い
う
真
如
の
、
直
接
的
、
即
自

的
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
終
わ
っ
た
、
即
ち
「
離
言
真
如
」
の
段
は
実
質
的
に
は
こ
こ

で
終
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
次
の
「
問
答
釈
義
」
を
当
然
の
こ
と
な
が
ら

傍
論
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
宗
教
的
に
は
修
行
の
真
意
を
示
し
、

核
心
に
迫
る
も
の
で
あ
る
か
ら
決
し
て
単
な
る
傍
論
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

法
蔵
も
真
如
の
「
離
言
絶
慮
を
結
す
」
と
す
る
。

だ
二
旬
有
る
の
み
。

〔
一
八
〕

当
に
知
る
べ
し
、

後
二
句
在
生
滅
門
。
以
此
中
是
慎
如

也
。
此
四
旬
中
前
二
旬
在
慎
如
門
。

唯
一
心
故
。
是
故
慎
俗
雙
融
無
障
凝

壊
慎
如
門
。
説
生
滅
門
。
良
以
二
門

故
。
不
壊
生
滅
門
。
説
慎
如
門
。
不

立
。
即
慎
之
俗
差
別
故
。
由
是
義

所
乖
。
以
慎
即
俗
故
。

四
約
俗
不
待

立
。
即
俗
之
慎
本
現
故
。
三
約
俗
無

所
遣
。
以
俗
即
慎
故
。
二
約
慎
不
待

法
言
。
此
中
應
成
四
旬
。

四
七

す
。
俗
は
真
に
即
す
る
を
以
て
の
故
な
り
。
二
に
は
真
の
立
す
る
こ
と
を

待
た
ざ
る
に
約
す
。
俗
に
即
す
る
の
真
は
本
よ
り
現
ず
る
が
故
な
り
。
三

に
は
俗
の
乖
く
所
無
き
に
約
す
。
真
は
俗
に
即
す
る
を
以
て
の
故
な
り
。

四
に
は
俗
の
立
す
る
こ
と
を
待
た
ざ
る
に
約
す
。
真
に
即
す
る
の
俗
は

差
別
す
る
が
故
な
り
。
是
の
義
に
由
る
が
故
に
、
生
滅
門
を
壊
せ
ず
し
て

ま
こ
と

真
如
門
を
説
き
、
真
如
門
を
壊
せ
ず
し
て
生
滅
門
を
説
く
。
良
に
二
門

oo 

は
唯
だ
一
心
の
み
な
る
を
以
て
の
故
に
、
是
の
故
に
真
と
俗
と
双
融
し
て

障
碍
無
き
な
り
。
此
の
四
句
の
中
、
前
の
二
旬
は
真
如
門
に
在
り
、
後
の

二
句
は
生
滅
門
に
在
り
。
此
の
中
是
れ
真
如
門
な
る
を
以
て
の
故
に
、
但

一
切
の
法
は
説
く
べ
か
ら
ず
念
ず
べ
か
ら

一
約
慎
無
ば
、
此
の
中
応
に
四
旬
を
成
ず
べ
し
。

一
に
は
真
の
遣
る
所
無
き
に
約

253b 
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補
注
〔
一
九
〕
参
照
。

an
第
二
「
会
執
釈
名
」
中
の
第
二
「
結
」
。

oo
第
二
の
「
問
答
釈
疑
」
「
研
究
」
（
四
）
、

一
六
0
頁
参
照
。

oo
方
便
観
／
正
観

〔
一
九
〕
唐
訳
は
「
能
く
入
る
こ
と
を
得
る
や
」
を
「
悟
入
せ
ん
や
」
、
「
可
説
」
「
可
念
」

を
「
所
説
」
「
所
念
」
、
「
是
を
随
順
と
名
づ
く
」
を
「
爾
の
時
に
随
順
す
」
、
「
若
し

念
を
離
る
れ
ば
」
を
「
妄
念
都
て
尽
く
る
を
」
と
し
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
内

容
は
変
わ
ら
な
い
。

(
-
）
曇
延
は
「
問
答
し
て
真
如
に
入
る
観
を
明
す
」
段
と
し
、
「
是
の
如
き
義
」

念
即
無
念
非
滅
於
念
。
非
滅
念
故
。
名

初
中
言
雖
説
雖
念
皆
無
能
所
者
。
明

入。 名
為
員
如
。

嘗
知
下
。
第
二
結
離
言
絶
慮
也
。

就
第
二
問
答
繹
疑
中
。
先
疑
慎
絶
修

問
。
後
學
慎
勧
修
答
。

問
日
。
若
如
是
義
者
。
諸
衆
生
等

云
何
随
順
而
能
得
入
。

問
中
。
云
何
随
順
者
。
問
方
便
観
。

而
能
得
入
者
。
問
正
観
也
。

答
中
亦
二
。

答
日
。
若
知
＿
切
法
雖
説
無
有
能

説
可
説
。
雖
念
亦
無
能
念
可
念
。

是
名
隧
順
。
若
離
於
念
。
名
為
得

ず
。
故
に
名
づ
け
て
真
如
と
為
す
と
。

当
に
知
る
べ
し
よ
り
下
は
、
第
二
に
離
言
絶
慮
を
結
す
る
な
り
。

oo 第
二
の
問
答
釈
疑
の
中
に
就
き
て
、
先
に
は
真
を
疑
い
修
を
絶
す
る

の
問
、
後
に
は
真
を
挙
げ
て
修
を
勧
め
る
の
答
な
り
。

〔

一

九

〕

も

ろ

も

ろ

問
う
て
曰
く
、
若
し
是
の
如
き
義
な
ら
ば
、
諸
の
衆
生
等
は
云
何

ん
が
随
順
し
、
而
も
能
く
入
る
こ
と
を
得
る
や
。

閲

問
の
中
、
云
何
ん
が
随
順
す
と
は
方
便
観
を
問
い
、
而
も
能
く
入
る

閲

こ
と
を
得
る
や
と
は
正
観
を
問
う
な
り
。

答
え
て
日
く
、
若
し
一
切
の
法
は
説
く
と
雖
も
能
説
と
可
説
と
有

る
こ
と
無
く
、
念
ず
と
雖
も
亦
た
能
念
と
可
念
と
無
し
と
知
ら

初
め
の
中
に
、
説
く
と
雖
も
念
ず
と
雖
も
皆
能
所
無
し
と
言
う
は
、

念
は
即
ち
無
念
に
し
て
念
を
滅
す
る
に
非
ざ
る
こ
と
を
明
す
。
念
を
滅

を
前
の
不
可
説
・
不
可
念
の
義
と
し
、
「
衆
生
等
」
を
真
如
観
を
修
む
る
人
と
す

る
。
彼
は
、
「
云
何
ん
が
随
順
し
、
而
も
能
く
入
る
こ
と
を
得
る
や
」
を
不
可
説
不

可
念
な
真
如
に
入
る
観
を
修
行
す
る
人
は
皆
言
・
念
が
あ
る
か
ら
、
修
行
さ
せ
よ

う
と
し
て
も
「
分
に
得
無
き
な
り
（
？
）
」
と
い
う
。
修
行
者
に
「
分
」
が
な
い
か

ら
入
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
と
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
答

て
入
る
こ
と
を
得
た
り
と
為
す
。

ば
、
是
れ
を
随
順
す
と
名
づ
け
、
若
し
念
を
離
る
れ
ば
、
名
づ
け

答
の
中
に
亦
た
二
あ
り
。

四
八

(178) 



え
の
中
で
、
一
切
法
を
「
息
（
自
心
と
読
む
）
の
現
量
の
法
」
と
い
う
。
現
量
は

分
別
の
除
か
れ
た
直
接
知
（
覚
）
で
あ
る
か
ら
、
自
分
の
心
に
「
説
く
と
雖
も
」

「
無
我
の
（
主
体
が
な
い
）
故
に
能
説
無
く
、
無
外
境
の
（
客
体
が
な
い
）
故
に
所

説
無
し
」
で
あ
り
、
「
念
」
も
同
じ
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
自
分
の
心

の
現
量
に
よ
っ
て
成
立
す
る
一
切
法
は
、
「
既
に
能
説
と
可
説
の
異
」
が
無
い
こ
と

を
「
（
真
）
如
に
随
順
す
と
名
づ
け
る
」
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
「
念
を
離
る
る
」

こ
と
に
関
し
て
は
、
「
唯
識
無
境
、
識
亦
無
」
を
思
わ
せ
る
、
次
の
よ
う
な
注
釈
を

施
し
て
い
る
。
「
本
と
心
を
離
れ
て
法
有
り
と
謂
う
も
、
念
を
以
て
之
を
取
れ
ば
、

既
に
心
の
外
に
法
無
き
を
知
り
、
還
っ
て
自
の
心
を
見
る
。
何
ぞ
念
を
煩
わ
さ
ん
。

此
の
思
惟
を
作
（
如
理
作
意
の
こ
と
か
）
し
て
自
ら
自
の
心
を
念
ず
る
」
の
で
離

念
と
い
う
の
だ
と
い
う
。
恐
ら
く
「
自
ら
自
分
の
心
を
念
ず
る
」
と
い
う
こ
と
は
、

主
客
が
一
体
で
あ
り
、
念
•
分
別
が
な
く
な
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
「
名
づ
け
て

得
入
と
為
す
」
を
彼
は
「
本
に
反
き
外
に
逸
れ
て
、
爾
来
無
始
な
り
。
体
塵
有
る

に
非
ず
。
自
心
の
用
が
原
に
還
る
を
之
を
称
し
て
入
と
為
す
な
り
」
と
解
説
す
る
。

心
は
無
始
時
来
、
本
性
を
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
本
体
と
し
て
の
塵
．
煩
悩
が
あ
る

の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
自
分
の
心
の
は
た
ら
き
（
用
）
が
本
原
に
還
る
こ
と
が

「
入
」
と
い
う
こ
と
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
慧
遠
は
問
答
全
体
を
「
趣
入
の
方
法
を
明
す
」
段
と
し
、
問
い
を
、
も
し

「
是
の
如
き
」
即
ち
上
に
言
う
所
の
絶
言
離
心
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
諸
衆
生
等
」
即

ち
そ
の
義
を
行
ず
る
人
は
、
「
云
何
が
随
順
し
」
即
ち
「
何
の
修
行
を
為
し
て
か
、

真
如
の
理
の
中
に
随
順
す
る
こ
と
を
得
る
や
」
と
修
行
の
方
法
を
問
い
、
「
而
も
能

く
入
る
こ
と
を
得
る
や
」
即
ち
「
言
を
絶
し
念
を
離
る
れ
ば
、
云
何
が
し
て
能
＜

真
如
に
入
る
こ
と
を
得
る
や
」
と
証
入
の
方
法
を
問
う
と
す
る
。

答
え
の
中
で
は
、
慧
遠
は
一
切
法
を
た
だ
「
総
じ
て
諸
法
を
挙
ぐ
」
と
い
う
が
、

説
の
場
合
は
特
に
能
説
の
教
え
の
面
を
、
念
の
場
合
は
所
説
の
法
の
面
を
法
と
し

て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
説
の
面
は
聞
慧
、
念
の
面
は
思
と
修
の
二
慧
で
、
こ
こ
で

は
三
慧
を
修
行
の
方
法
と
す
る
。
こ
の
場
合
は
説
も
念
も
「
相
に
寄
せ
て
」
明
か

に
し
て
お
り
、
聞
慧
の
場
合
、
「
能
説
」
は
論
主
の
言
で
あ
り
、
「
可
説
」
は
論
主

が
説
く
と
こ
ろ
の
法
で
あ
る
。
こ
の
言
と
法
と
が
あ
れ
ば
、
「
言
詮
を
捨
て
る
に
非

ず
」
で
あ
り
、
「
言
詮
が
有
る
な
ら
ば
、
理
に
順
じ
て
聞
く
事
を
得
な
い
」
の
で
聞

慧
が
得
ら
れ
な
い
。
念
の
場
合
、
「
能
念
」
は
修
行
の
人
で
あ
り
、
「
可
念
」
は
修

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
五
）

四
九

行
者
が
行
ず
る
と
こ
ろ
の
法
で
あ
る
が
、
能
念
と
所
念
が
あ
る
な
ら
ば
、
修
行
は

成
就
し
な
い
。
即
ち
思
と
修
の
慧
が
得
ら
れ
な
い
と
し
、
彼
は
こ
こ
で
禅
門
で
好

ん
で
用
い
ら
れ
る
筏
の
比
喩
を
用
い
、
言
詮
に
執
着
す
れ
ば
、
真
如
の
理
を
会
す

る
こ
と
を
得
」
な
い
が
、
こ
こ
で
説
く
正
し
い
修
行
の
方
法
「
説
く
（
念
ず
）
と

雖
も
能
・
所
な
し
」
は
、
「
言
に
寄
せ
て
理
を
解
す
る
も
亦
た
此
れ
を
捨
」
て
る
こ

と
だ
と
い
う
。
「
是
を
随
順
と
名
づ
く
」
は
結
ん
で
（
修
）
行
の
方
（
法
）
を
答
え

た
の
だ
と
す
る
。
「
得
入
」
に
関
し
て
慧
遠
は
、
「
前
の
（
修
）
行
が
已
に
熟
す
る

を
名
づ
け
て
得
入
と
為
す
」
と
し
、
「
暫
く
得
還
っ
て
名
を
失
う
を
修
行
と
為
し
、

決
定
し
て
念
を
離
れ
る
こ
と
を
得
入
と
名
づ
く
」
と
い
う
。

彼
は
最
後
に
「
若
し
念
を
離
る
れ
ば
」
と
い
う
が
、
修
行
の
人
が
念
を
離
れ
る

の
か
否
か
と
い
う
問
い
を
出
し
、
「
最
大
修
行
の
人
は
理
を
以
て
会
す
る
が
故
に

是
れ
大
行
な
り
」
と
し
、
声
聞
の
無
数
劫
に
わ
た
る
修
行
の
福
徳
も
菩
薩
の
一
念

の
眼
福
に
及
ば
な
い
と
い
う
経
の
所
説
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
単
な
る
（
一

瞬
の
）
念
を
離
れ
る
こ
と
が
修
行
と
い
え
る
の
か
と
い
う
疑
問
を
予
想
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

（
三
）
元
暁
は
こ
の
問
答
の
深
い
真
意
を
、
簡
潔
で
は
あ
る
が
的
確
に
論
じ
て
い

る
。
彼
は
先
ず
問
い
で
は
「
随
順
」
は
方
便
、
「
得
入
」
は
正
観
を
問
う
て
い
る
と

解
釈
し
、
方
便
即
ち
方
法
は
中
道
観
に
順
ず
る
こ
と
と
す
る
。
彼
は
中
道
を
非
有

非
無
で
あ
る
の
で
有
で
も
あ
り
無
で
も
あ
る
と
い
う
、
排
中
律
の
否
定
の
論
理

(
「
元
暁
」
参
照
）
と
す
る
が
、
こ
の
答
の
中
の
「
説
く
（
念
ず
）
と
雖
も
、
能
説

と
可
説
（
能
念
と
可
念
）
有
る
こ
と
無
し
」
を
そ
の
論
理
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
。

こ
の
立
場
で
は
「
空
を
悪
取
す
る
見
を
離
れ
た
」
真
の
空
に
立
つ
の
で
、
「
説
く

（
念
ず
）
と
雖
も
」
は
「
法
の
非
無
を
明
す
」
、
即
ち
説
も
念
も
不
説
・
無
念
の
説
・

念
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
説
も
念
も
「
有
を
執
着
す
る
見
を
離
れ
て
い
る
」
の

で
「
能
説
（
念
）
と
可
説
（
念
）
の
有
る
こ
と
が
無
い
」
こ
と
、
「
法
の
非
有
を
顕

す
」
、
即
ち
説
・
念
の
不
説
・
不
念
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
「
能
＜
是
の
如
く
知

る
」
、
こ
の
よ
う
に
空
の
論
理
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
、
随
順
で
あ
る
と
い
う
。

「
得
入
」
で
問
わ
れ
た
正
観
は
、
本
文
で
は
「
念
を
離
れ
る
」
こ
と
で
、
彼
は

「
分
別
の
念
を
離
れ
る
こ
と
」
と
し
、
得
入
を
「
観
智
に
入
る
を
顕
す
」
と
す
る
。

法
蔵
は
基
本
的
に
は
元
暁
の
解
釈
に
従
い
、
「
随
順
」
を
方
便
観
、
「
得
入
」
を

正
観
を
問
う
と
す
る
。

(179) 



価
中
道
直
接
は
断
見
と
常
見
と
い
う
二

辺
を
離
れ
た
中
道
。
補
注
〔
一
九
〕
参
照
。

仰
称
順
（
中
道
に
）
称
い
従
う
こ
と
。

仰
観
智
契
入
観
智
は
修
行
道
に
お
け
る

禅
の
観
察
の
智
。
『
五
教
章
』
で
頓
教
の
頓

は
、
言
説
も
観
智
も
待
た
な
い
こ
と
（
四

八
一
中
）
。
従
っ
て
漸
教
の
立
場
。
観
智
契

入
は
観
智
が
無
念
の
真
理
に
契
い
一
体
と

な
る
こ
と
。

⑬
絶
分
の
想
自
分
の
能
カ
・
理
解
を
絶

し
て
い
る
境
界
で
あ
る
と
い
う
想
い
。

『
探
玄
記
』
に
「
因
人
が
分
を
絶
す
る
こ
と

を
恐
る
る
が
故
に
」
(
-
五
六

a)
と
、
仏

で
な
い
因
人
、
即
ち
菩
薩
が
自
分
の
及
ぶ

と
こ
ろ
で
な
い
と
思
う
こ
と
を
恐
れ
て
、

仏
は
説
か
ず
普
賢
が
説
い
た
と
い
う
。

「
絶
分
を
生
ず
る
（
放
）
逸
」
（
二

0
九

a)

で
は
、
こ
の
想
い
を
克
服
す
る
た
め
に
、

自
分
に
菩
提
の
種
子
が
あ
っ
て
仏
を
得
ベ

し
と
知
る
智
な
ど
の
四
種
を
あ
げ
て
い

る。

自
心
清
浮
可
見
。
此
境
界
不
可
説
也
。

能
所
。
離
於
常
見
。
於
一
念
間
離
此
二

随
順
法
性
也
。
又
亦
可
雖
在
於
彼
言
念

云
得
入
者
。
観
智
契
入
也
。
十
地
論
云
。

智
者
智
行
処
故
。
又
云
。
是
境
界
難
見
。

又
華
厳
云
。
甚
深
慎
法
性
。
妙
智
随
順

入
故
也
。
是
故
嘗
知
。
雖
非
妄
念
境
界
。

不
可
生
於
絶
分
想
也
。

妄
念
。
契
彼
無
念
慎
理
。
故
名
正
観
。

繹
方
便
観
也
。
久
観
不
已
。
即
能
離
翠
此
は
方
便
観
を
釈
す
る
な
り
。
久
し
く
観
じ
て
已
ま
ざ
れ
ば
、
即
ち
能

離
念
。
而
順
於
無
念
。
故
名
随
順
。
此

等
中
。
観
此
念
等
常
無
能
所
。
雖
未
能

す
る
に
非
ざ
る
が
故
に
、
名
は
念
ず
と
雖
も
、
断
見
を
離
る
。
即
ち
無

一
念
の
間
に
於
て
此

oo 

の
二
見
を
離
れ
、
此
の
無
二
の
法
を
見
る
。
故
に
能
く
中
道
に
称
順
し
、

法
性
に
随
順
す
る
な
り
。
又
た
亦
た
彼
の
言
念
等
の
中
に
在
り
と
雖

も
、
此
の
念
等
は
常
に
能
所
無
し
と
観
ず
べ
し
。
未
だ
念
を
離
る
る
こ

と
能
わ
ず
と
雖
も
、
而
も
無
念
に
順
ず
。
故
に
「
随
順
」
と
名
づ
く
。

＜
翠
の
妄
念
を
離
れ
、
彼
の
無
念
の
真
理
に
契
う
。
故
に
「
正
観
」
と

名
づ
く
。
入
る
こ
と
を
得
と
云
う
は
、
観
智
契
入
す
る
な
り
。
『
十
地

論
』
に
「
智
者
の
智
の
行
処
」
と
云
う
が
故
な
り
。
又
た
云
く
、
「
是
の

境
界
は
見
難
き
も
、
自
心
清
浄
な
れ
ば
見
る
べ
し
。
此
の
境
界
は
説
く

〔ニニ〕

べ
か
ら
ざ
る
」
な
り
。
又
た
、
『
華
厳
』
に
「
甚
深
の
真
法
性
に
、
妙
智

随
順
し
て
入
る
」
と
云
う
が
故
な
り
。
是
の
故
に
、
当
に
知
る
べ
し
、

⑬
 

妄
念
の
境
界
に
非
ず
と
雖
も
、
絶
分
の
想
を
生
ず
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
。

見
。
見
此
無
二
之
法
。
故
能
梢
順
中
道
。

念
な
る
が
故
に
、
皆
能
所
無
く
、
常
見
を
離
る
。

雖
念
。
離
於
斯
見
。
即
無
念
故
。
皆
無

五
〇
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〔
二
〇
〕
法
蔵
は
以
下
に
『
十
地
経
論
』
を
三
回
引
用
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
皆
、
『
十

地
経
論
』
の
「
初
歓
喜
地
」
巻
之
二
に
見
え
る
が
、
『
十
地
経
』
序
品
の
最
後
に
金

剛
蔵
菩
薩
が
法
会
の
人
々
の
信
心
を
清
浄
に
す
る

(
s
a
m
p
r
a
s
a
d
a
n
a
、
漢
訳
は
、

踊
悦
を
増
し
正
信
を
生
ぜ
し
め
る
）
た
め
に
説
か
れ
た
偶
と
傷
に
対
す
る
世
親
の

注
釈
と
で
あ
る
。
引
用
の
第
一
「
智
者
の
智
の
行
処
」
は
第
一
偶
の
C
に
当
た
り
、

次
の
「
是
の
境
界
は
見
難
き
も
云
々
」
は
第
七
褐
の

a
b
に
対
す
る
世
親
の
注
釈
。

第
三
の
「
依
言
真
如
」
の
始
め
に
在
る
「
何
が
故
ぞ
但
だ
云
々
」
は
第
三
偶
の
b

の
注
釈
で
あ
る
。

微
難
知
聖
道
非
分
別
離
念

難
得
無
垢
濁
智
者
智
行
処

自
性
常
寂
滅
不
滅
亦
不
生
（
ニ
ニ
ニ

b
七
ー
九
。

C

に
も
再
説
）
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微
細
で
あ
り
、
偉
大
な
仙
人
た
ち
の
理
解
し
が
た
い
道
で
あ
り
、
分
別
の
な

い
分
別
を
欠
い
た
非
常
に
触
れ
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
く
も
り
の
な
い
も

の
、
智
者
の
智
に
よ
っ
て
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
自
性
と

し
て
寂
静
で
あ
り
、
不
滅
（
不
）
生
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
智
者
の
智
の
行
処
」
は
、
従
っ
て
「
智
者
の
智
に
よ
っ
て
知
ら
れ
た
」
、
理
解

し
が
た
い
菩
薩
道
と
な
る
。
そ
の
世
親
釈
は
、
「
智
者
の
智
の
行
処
と
は
自
証
智
の

故
な
り
。
自
証
智
と
は
彼
に
依
り
て
生
ず
る
が
故
な
り
。
中
に
於
て
、
(
-
)
智
者

は
実
諦
の
義
を
見
る
が
故
に
、
（
二
）
復
た
善
解
法
を
増
上
す
る
が
故
に
、
（
三
）

善
寂
滅
を
増
上
す
る
が
故
に
、
（
四
）
復
た
世
間
智
は
聞
く
に
随
っ
て
明
了
に
知
る

こ
と
有
る
が
故
な
り
」
(
-
三
二
c

二
四
—
二
七
）
で
あ
る
。

『
十
地
経
』
は
大
ま
か
に
い
え
ば
、
十
地
の
菩
薩
の
智
は
仏
智
と
実
質
的
に
同
じ

で
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
つ
。
「
智
者
」
は
十
地
の
菩
薩
で
あ
り
、
世
親
釈
で
は
智

者
は
（
二
）
の
善
解
法

(sumoki;;adharma
、
す
ば
ら
し
い
解
脱
と
い
う
法
、
又

は
解
脱
の
徳
？
）
の
増
上
、
（
三
）
の
善
寂
滅

(susanta
、
す
ば
ら
し
い
寂
静
）

の
増
上
と
い
っ
た
点
で
は
、
未
だ
仏
と
な
っ
て
い
な
い
菩
薩
で
あ
る
こ
と
を
示
す

よ
う
に
見
え
る
が
、
(
-
)
の
、
実
諦
の
義
を
見
る
智
と
（
四
）
の
、
世
間
智
と
は

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究
（
五
）

五

是
境
界
難
見
難
説
自
心
知

我
承
仏
力
説
咸
共
恭
敬
聴

etadrso 
g
o
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r
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(p.15, 4
 ,
 
5) 

こ
の
よ
う
な
境
界
は
見
難
い
。
語
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ

れ
は
自
分
の
求
道
心
の
中
に
在
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
私
は
勝
者
（
仏
）
の
威
力
を
受
け
て
説
く
で
あ
ろ
う
。
一
緒
に
集
っ

て
い
る
恭
敬
の
心
を
も
つ
す
べ
て
の
者
は
、
お
聞
き
な
さ
い
。

世
親
は
注
釈
を
加
え
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
箇
所
の
金
剛
蔵
菩
薩
の
偽
が
踊
悦

を
増
す
た
め
に
説
か
れ
て
い
る
点
を
重
視
し
て
い
る
。
「
踊
悦
と
は
心
清
く
し
て

濁
ら
ざ
る
が
故
な
り
」
（
大
正
一
三
二

c
四
）
と
い
う
よ
う
に
、
世
親
は
踊
悦
を
踊

悦
と
い
う
語
義
で
理
解
し
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
踊
悦
に
「
義
大
」

（
彼
の
義
が
深
い
の
で
大

(
C
七
）
）
と
「
説
大
」
（
こ
の
説
の
大
に
因
り
て
能
く
彼

の
義
を
得
る
の
で
大

(
C
五
）
）
と
が
あ
る
と
し
、
最
初
の
五
偶
は
「
義
大
」
を
顕

す
と
解
釈
す
る
。
「
説
大
」
に
は
、
(
-
)
因
成
就
大
、
（
二
）
因
漸
成
就
大
、
(
-
―
-
）

教
説
修
成
就
大
の
三
種
が
あ
り
、
第
三
の
教
説
修
に
は
、
（
三
ー
一
）
満
足
修
と
（
三

ー
ニ
）
観
修
が
あ
る
(
-
三
四

a
三
以
下
）
。

(
-
）
と
（
二
）
と
（
三
ー
一
）
と
は
第
六
偶

(p.15,
1
.
2
 ,
 
3
)

の
解
釈
で
あ
る
。

(
-
）
の
因
成
就
大
は
六
傷
b
の
こ
の
教
説
が
「
慈

(maitri)
悲

(krpa)
と
願

n
a
 
sakyal). 
sa 
hi 

実
質
的
に
は
仏
と
同
じ
無
分
別
智
と
後
得
世
間
智
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
。

〔
ニ
―
〕
こ
れ
は
『
十
地
経
』
の
同
じ
箇
所
の
褐
七
（
ニ
ニ
ニ

b
二
二
＼
二
三
、
一
三

四
a
一
七
＼
一
八
に
再
説
）
の

a
b
に
対
す
る
注
釈
の
冒
頭
(
-
三
四

a
一
九
ー

ニ
O
)
で
あ
る
。
前
後
を
含
め
る
と
法
蔵
の
引
用
文
は
、

此
褐
顕
何
義
。
是
境
界
難
見
。
自
心
清
浄
可
見
。
此
境
界
不
可
説
。
如
是
教

説
修
成
就
已
。

こ
の
偽
は
何
の
義
を
顕
す
や
。
是
の
境
界
は
見
難
し
。
自
ら
の
心
清
浄
な
れ

ば
見
る
べ
し
。
此
の
境
界
は
説
く
べ
か
ら
ず
。
是
の
如
く
教
説
修
成
就
（
大
）

は
已
る
。

〔
偶
七
〕

(181) 



(
p
r
a
l
)
i
d
h
a
n
a
)

に
よ
る
」
こ
と
で
あ
り
、
（
二
）
の
因
漸
成
就
は
C

の
「
漸
次
に

(
y
a
t
h
a
n
u
p
i
i
r
v
a
m
)
」
即
ち
「
聞
思
慧
等
の
次
第
し
て
、
乃
至
、
能
く
出
世
間
智

を
生
ず
る
因
」
と
説
く
こ
と
で
あ
る
。
（
三
ー
一
）
の
満
足
修
は
六
偶

c
d
の
(
+

地
は
）
「
心
の
境
と
し
て
で
な
く
」
「
智
満
に
し
て
浄
心
の
如
し
」
、
即
ち
‘
智
に
よ

っ
て
智
地
を
円
満
成
就
さ
せ
る
こ
と

(
n
a
c
a
 c
i
t
t
a
g
o
c
a
r
a
i
r
 jfi.anena ta}:i 

p
日
a
y
a
t
a
y
a
t
h
a
s
a
y
a
:
r
p
)

で
あ
る
。
世
親
は
「
心
の
境
に
よ
っ
て
で
な
く
（
非

心
境
）
」
を
「
聞
思
慧
等
の
心
の
境
界
処
は
唯
是
れ
智
の
因
に
し
て
能
く
出
世
間
の

智
を
生
ず
る
も
、
而
も
此
れ
彼
の
出
世
間
の
智
地
を
満
ず
る
こ
と
能
わ
ざ
る
こ
と

を
示
す
」
（
ニ
ニ
四

a
―
ニ
ー
一
三
）
と
出
世
間
の
智
を
生
ず
る
こ
と
と
智
地
を
満

ず
る
こ
と
は
別
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
要
す
る
に
円
満
修
と
は
出
世
間
の
清

浄
心
、
求
道
心

(
a
s
a
y
a
)

の
ま
ま
に
智
に
よ
っ
て
円
満
成
就
す
る
こ
と
（
意
満

如
浄
心
）
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
（
三
上
一
）
の
観
修
が
第
七
偶
の
前
半
で
あ
る
。
智
者
の
智
の
境

界
は
「
自
心
知
」
自
己
の
清
浄
心
、
求
道
心
の
中
に
在
る
の
で
、
世
間
智
で
見
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
世
親
は
「
自
心
清
浄
な
れ
ば
見
る
べ
し
」
と
い
う
。
見
難
い

の
は
そ
う
い
う
境
界
だ
か
ら
で
あ
り
、
世
間
智
の
本
質
を
な
す
言
語
に
よ
っ
て
説

く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。
法
蔵
は
真
如
の
離
言
絶
慮
の
真
如
へ
の
証
入
の
教

証
と
し
て
こ
の
『
十
地
経
論
』
の
所
説
を
用
い
、
そ
れ
が
「
修
を
勧
め
る
」
こ
と

に
な
る
と
い
う
の
は
上
述
の
（
三
）
教
説
修
成
就
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。

〔
ニ
ニ
〕
『
六
十
華
厳
』
（
大
正
九
、
四
五
七

c
七
）
。
こ
の
傷
文
に
相
当
す
る
別
の
表
現

や
、
同
一
の
思
想
内
容
を
あ
ら
わ
す
語
旬
が
『
八
十
華
厳
』
と

T
訳
に
は
見
当
ら

な
い
。

五
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